
（
１
４
）

本
稿
は
先
に
発
表
し
た
Ｓ
・
ス
マ
イ
ル
ス
ロ
、
』
い
’
』
＠
つ
と
の
「
自

助
論
』
命
の
罵
胃
言
．
扇
＄
）
の
日
本
に
お
け
る
翻
訳
過
程
に
み
ら
れ
る
国
民

の
「
生
活
」
意
識
の
形
成
の
考
察
に
つ
ぐ
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
日
本
に
お
け

る
産
業
社
会
の
生
活
の
自
覚
過
程
に
於
て
そ
の
思
想
的
機
能
を
発
揮
し
た
『
自

助
論
』
の
受
容
に
つ
い
て
、
中
村
正
直
訳
↓
畔
上
賢
造
訳
↓
小
山
内
薫
・
中
村

※

徳
助
共
訳
の
流
れ
を
設
定
し
、
特
に
「
生
活
」
用
語
表
現
の
分
析
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
中
村
訳
に
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
「
生
活
」
表
現
が
畔
上
訳
で
統
一

的
に
使
用
さ
れ
、
後
の
小
山
内
訳
に
影
響
を
与
え
る
事
実
と
そ
の
意
味
を
指
摘

し
た
。

（
⑨
＆
）

こ
の
「
生
活
」
意
識
の
自
覚
は
生
活
保
障
体
と
し
て
の
「
家
」
の
自
立
と
も

関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
本
稿
で
は
「
家
」
、
「
家
庭
」
表
現
を
中
心
に

考
察
す
る
こ
と
に
し
た
。

従
っ
て
本
稿
は
前
稿
と
相
互
補
完
の
関
係
に
あ
る
。
ま
た
本
稿
は
昭
和
五
十

七
年
度
日
本
思
想
史
学
会
大
会
で
の
発
表
を
補
充
し
た
も
の
で
も
あ
る
。

注

「
自
助
論
」
受
容
過
程
に
み
ら
れ
る
〃
家
〃
の
思
想

一
、
Ｓ
・
ス
マ
イ
ル
ス
『
自
助
論
』
に
お
け
る
｜
一
国
○
日
①
一
『

（
‐
１
）
目
邑
Ｑ
こ
の
庁
門
昌
Ｌ
一
毛
の
①
局
四
ｍ
の

『
自
助
論
』
の
内
容
に
関
し
て
今
日
ま
で
先
学
に
よ
っ
て
次
の
諸
点
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

（
８
且
グ
へ
り
と
）

イ
、
柳
田
泉
氏
、
前
田
愛
氏
。

イ
ギ
リ
ス
、
ビ
ク
ト
リ
ア
朝
の
産
業
革
命
期
に
お
け
る
近
代
自
然
科
学
技

術
の
発
明
発
見
に
よ
る
思
想
的
変
革
の
提
示
。

（
ｑ
Ｊ
）
（
４
砦
）

ロ
、
柳
田
泉
氏
、
前
田
愛
氏
、
高
橋
昌
郎
氏
、
芳
賀
徹
氏
。

（
１
）
拙
稿
「
日
本
に
お
け
る
『
自
助
論
』
受
容
の
思
想
史
的
研
究
（
一
）
（
二
）
」

『
ア
ル
テ
ス
リ
。
ヘ
ラ
レ
ス
訓
塊
』
岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部
、
昭
五
七
、

五
八
。

（
２
）
「
家
」
が
「
生
活
保
障
体
」
で
あ
る
と
い
う
観
点
は
例
え
ば
、
川
本

彰
著
『
近
代
文
学
に
お
け
る
「
家
」
の
構
造
』
社
会
思
想
社
、
』
の
『

更
等
に
ゑ
ら
れ
る
。

※
な
お
、
畔
上
賢
造
訳
『
自
助
論
』
の
内
容
評
価
は
今
日
迄
行
な
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
小
山
内
本
を
紹
介
し
た
高
橋
昌
郎
箸
『
中
村
正
直
』

（
吉
川
弘
文
館
）
に
お
い
て
も
全
然
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

藤
原

五

暹



プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
資
本
主
義
の
精
神
の
発
現
、
就
中
、
「
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
の
十
三
徳
」
に
み
ら
れ
る
勤
勉
、
克
己
、
倹
約
等
の
精
神
の
実

例
の
提
示
。

（
Ｅ
Ｊ
）
（
令
○
）

〈
、
中
村
光
夫
氏
、
佐
藤
忠
男
氏
。

個
人
の
自
立
と
政
治
参
加
に
よ
る
非
専
制
政
治
・
民
主
政
治
の
推
進
。

こ
れ
ら
各
氏
の
指
摘
に
加
え
る
に
少
な
く
と
も
次
の
二
点
が
考
え
ら
れ
る
。

二
、
平
民
、
国
民
合
◎
日
日
Ｃ
ご
肩
○
且
①
）
の
自
立
を
「
家
庭
」
（
国
Ｏ
Ｂ
①
）

の
形
成
を
中
心
に
考
え
、
そ
れ
を
「
社
会
」
（
ｇ
ｇ
の
ご
）
の
基
礎
に
お

い
て
い
る
点
。

ホ
、
こ
う
し
た
「
家
庭
」
に
生
活
保
障
機
能
を
も
た
せ
、
公
共
的
扶
助

（
葛
①
冒
同
①
）
の
基
礎
と
し
て
の
私
的
扶
助
（
靜
巨
①
旨
）
の
精
神
を
説

い
て
い
る
点
。
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
『
自
助
論
』
の
第
七
章
「
産
業
と
貴
爵
家
」
（
二
・
盲
目
異
国

へ
【
’
ｊ
）

四
目
悪
の
国
開
）
と
題
す
る
部
分
を
引
用
し
て
、
ス
マ
イ
ル
ス
自
身
が
「
家
」

な
る
も
の
を
如
何
に
考
え
て
い
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

冒
頭
で
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

色
目
函
両
亘
。
８
具
昌
日
ｇ
唾
９
扇
坤
○
日
２
匡
四
ご
忌
日
。
５

ｍ
○
匡
局
、
①
、
一
四
コ
Ｑ
《
ず
○
巨
叩
彦
印
○
口
】
①
四
局
①
匡
邑
画
す
｝
①
弄
○
骨
局
四
○
①
奇
声
①
一
馬
津
。
①

Ｑ
一
吋
①
。
匡
昌
す
①
望
ｏ
ｐ
Ｑ
庁
彦
の
一
問
い
【
画
自
国
喘
四
庁
彦
①
Ｈ
妙
幽
匡
四
『
①
口
の
く
め
『
弄
宜
の
｝
①
砂
印

一
口
、
武
威
①
Ｑ
一
コ
で
］
四
○
一
己
頤
画
弄
《
ず
①
画
①
四
ｇ
ｏ
昂
弄
彦
①
一
門
己
の
Ｑ
一
ｍ
周
①
①
庁
壷
①

頤
尉
①
四
声
ロ
円
○
ぬ
①
ロ
詳
○
局
如
◎
雨
骨
壷
の
Ｈ
四
○
、
画
印
Ｐ
○
局
ｇ
ｏ
ご
め
い
庁
の
吋
睡
里
Ｑ
Ｑ
－
Ｑ

言
彦
①
己
彦
①
君
局
○
扇
、
《
シ
ロ
シ
旨
旦
、
の
》
国
苫
琴
。
己
、
ｌ
ｌ
固
く
両
包
、
吻
旨
苫
吾
。
ご
・

Ｚ
ｏ
ｏ
盲
朋
厨
①
ぐ
臼
さ
国
頤
降
呉
ご
ロ
胃
争
弓
彦
①
日
侭
彦
ご
菌
凛
四
ご
旦

昏
①
彦
屋
日
匡
①
四
局
①
〆
巴
扁
ｇ
ｚ
①
君
薗
日
罠
①
⑳
国
宍
の
号
①
口
冨
ｏ
の
具

許
ゴ
の
○
一
Ｑ
轡
夛
激
弓
ｏ
Ｑ
厨
四
つ
己
の
四
吋
ｇ
ご
Ｏ
ｐ
ｍ
庁
壷
の
門
四
ご
丙
切
。
｛
《
ず
の
○
○
口
］
口
】
◎
ｐ

Ｈ
。
豆
の
、
冒
具
の
．
⑳
三
号
曼
員
、
の
旦
雪
薑
言
“
ｍ
三
画
品
々
の
〆
１

ゴ
ー
ゴ
詳
切
《
ず
厨
目
印
の
四
国
Ｑ
哺
働
一
一
○
開
閉
四
国
昌
霞
の
妙
四
国
Ｑ
ぬ
ぎ
◎
謨
圃
骨
壷
画
庁
《
壷
①

頁
〕
厨
哺
○
吋
言
匡
口
の
⑳
笈
ゞ
ゴ
ー
○
彦
○
ぐ
の
門
詳
四
穴
①
《
可
①
国
○
ず
鼬
己
包
己
○
ず
｝
の
四
局
の

ｍ
Ｒ
の
四
庁
の
『
｝
ロ
ロ
局
○
℃
○
吋
武
○
国
庁
彦
四
口
《
ず
○
ｍ
の
ニ
ミ
ゴ
一
○
彦
○
く
め
【
ニ
ミ
ゴ
の
一
コ
胃
弄
ゴ
①

［
×
〕
○
『
。

（
以
下
、
原
文
引
用
に
㈹
１
曲
ま
で
の
符
号
を
補
っ
た
）

全
て
の
人
間
は
ア
ダ
ム
・
イ
ブ
に
起
点
を
も
ち
今
日
ま
で
継
続
し
生
存
し
て

き
た
が
、
そ
の
間
強
者
は
倒
れ
、
弱
者
は
浮
び
上
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
家
系
は

一
定
不
変
な
も
の
で
は
な
く
、
常
に
新
し
い
「
家
族
」
（
ｚ
の
君
歓
ョ
罠
①
”
）
が

古
い
「
家
」
に
と
っ
て
代
り
、
古
い
家
は
「
普
通
の
人
々
」
合
。
日
日
目
悪
Ｃ
ｌ

己
め
い
）
の
中
に
没
入
し
て
き
た
。
・
ハ
ル
ク
の
著
作
は
こ
の
「
家
」
の
浮
沈
を
よ

く
描
い
て
い
る
。
（
例
え
ば
Ｏ
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
曽
孫
の
一
人
は
ス
ノ
ー
ヒ

ル
の
近
く
で
雑
貨
商
を
営
み
、
又
子
孫
の
一
人
は
非
常
な
貧
困
の
中
に
死
亡
し

町
○

た
。
）
こ
う
し
た
不
定
な
る
「
家
」
の
実
態
は
何
故
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
力

（
里
○
ロ
①
ｇ
皀
茸
臼
○
８
日
急
の
罠
⑳
四
①
呉
胃
四
コ
烏
○
．
如
三
自
切
四

ｍ
ｇ
の
①
局
ｃ
目
の
ロ
ｏ
言
函
匿
．
四
国
ｇ
ｏ
牙
①
厨
旦
霞
め
・
①
印
、
①
ご
旦
四
昌
切
島
①
Ｑ

〕
国
、
Ｒ
①
画
庁
℃
○
ぐ
の
吋
庁
臼
．
字
自
画
ご
竜
ウ
四
Ｒ
ｏ
ｐ
ｍ
Ｏ
哺
昌
）
崗
○
匡
旦
目
四
目
〕
①
ｍ
四
コ
Ｑ
陣
匡
①
め

ぎ
四
ぐ
①
己
①
円
一
ｍ
壷
①
Ｑ
や
辱
穴
①
弄
彦
①
、
｝
Ｃ
計
彦
、
匡
℃
○
ご
庁
宜
の
一
門
【
四
『
ロ
冨
望
〈
『
①
の
、

四
開
庁
の
局
①
四
武
己
、
臣
℃
画
匡
庁
彦
①
』
①
画
く
①
切
一
デ
ミ
ゴ
津
の
◎
計
壷
の
局
印
云
四
ぐ
①
ウ
の
①
ご

○
ぐ
①
尉
庁
騨
穴
①
ヨ
ゥ
望
鼬
Ｑ
ぐ
①
【
⑳
一
丘
の
⑳
ニ
ミ
ゴ
一
○
彦
喬
茸
①
望
底
画
く
①
す
①
①
口
匡
ロ
画
す
一
①
庁
。

Ｈ
①
庁
凰
①
ぐ
ゆ
四
コ
Ｑ
切
匡
ご
汽
國
《
一
画
い
《
一
コ
庁
○
℃
○
ぐ
の
吋
庁
］
四
口
Ｑ
○
ず
い
○
匡
国
弄
昌
。

の
ロ
○
ず
四
吋
①
庁
彦
の
目
］
巨
庁
四
ず
芦
詳
一
①
印
○
帛
崗
四
国
穴
四
国
旦
哺
。
【
庁
巨
冒
の
。

弓
毒
①
函
蔚
呉
ず
匡
房
ｇ
ｏ
巨
吋
℃
①
閂
四
ｍ
①
届
Ｃ
Ｏ
員
ら
肖
鼻
弓
①
ご

●

五
四



国
］
○
Ｑ
①
門
口
』
ぬ
。
哺
四
局
四
印
陣
屋
①
い
、
Ｃ
《
ず
匡
弄
詳
一
印
ロ
○
奇
骨
彦
の
］
の
、
卯
ロ
○
ず
一
の

庁
昏
餌
庁
詳
彦
四
口
す
の
①
ｐ
Ｈ
①
。
『
匡
淳
の
旦
弄
。
ｍ
○
一
四
門
い
①
四
コ
の
×
祥
①
国
言
開
局
○
口
］

庁
彦
の
埼
画
口
穴
印
○
ｍ
匿
○
ご
◎
匡
局
“
ず
一
①
一
口
・
ロ
ゆ
弄
局
目
。
胃
ご
○
｝
Ｑ
①
ロ
陸
【
国
①
妙
《
ず
の

写
こ
の
巴
骨
壷
四
目
Ｑ
ａ
ｏ
目
〕
目
〕
①
吋
○
①
。
｛
Ｆ
ｏ
ｐ
Ｑ
ｏ
Ｐ
○
○
国
Ｑ
匡
○
言
の
Ｑ
四
ｍ
詳
二
ご
画
い

す
く
①
ロ
の
Ｈ
ｍ
①
唾
○
四
口
Ｑ
①
国
庁
の
『
ロ
『
］
の
】
ロ
函
目
】
①
ロ
や
－
ご
画
印
四
℃
Ｈ
○
一
黙
一
○
ｍ
○
匡
同
。
①

●
●

。
届
己
の
①
Ｈ
画
函
①
？

今
日
の
英
国
の
貴
爵
家
は
比
較
的
近
代
に
生
じ
た
も
の
が
多
い
が
、
そ
れ
は

正
直
な
勤
勉
を
な
す
人
々
の
中
か
ら
広
く
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
昔
ロ
ン
ド
ン

の
商
権
は
精
力
強
く
企
業
心
の
旺
盛
な
人
々
の
占
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
々

富
を
得
て
貴
爵
と
な
る
基
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
自
己
の
勤
勉
と
精
力
に
よ
っ
て
「
家
」
を
形
成
し
た
た
め
、
彼
等

は
例
え
ば
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
や
エ
ル
ス
キ
ン
の
如
く
、

。
ｚ
・
蔚
乏
臼
房
四
国
印
①
ぐ
ｇ
ご
犀
三
普
肩
の
３
鴨
切
．
旨
。
冒
畠
品
冒
『
。

Ｑ
匡
弄
の
ｇ
ｏ
員
】
迎
弓
働
く
①
す
①
の
国
哺
○
ロ
ロ
Ｑ
の
Ｑ
ず
望
切
ロ
ｏ
ｎ
の
の
印
局
匡
｝
』
四
三
召
昌
の
『
Ｐ

三
国
“
ロ
、
威
里
Ｑ
四
百
Ｑ
国
局
印
画
ロ
の
君
の
Ｒ
ｐ
詳
厨
弓
匡
ｐ
ｏ
哺
己
○
ず
房
【
“
【
己
一
望
《

ず
昌
昏
の
匿
詳
①
吋
巨
い
の
Ｑ
８
昏
働
国
穴
⑦
○
・
号
ｇ
ｏ
具
旦
三
印
○
君
国

衝
『
昌
々
底
の
Ｑ
宣
国
９
戸
ご
○
乏
四
さ
ａ
・
弓
彦
①
○
号
①
厨
尋
の
門
⑪
甘
門

骨
彦
①
口
］
○
ｍ
《
℃
“
尉
弄
や
弄
毒
①
ｍ
○
国
め
○
命
“
《
《
○
円
ロ
の
買
い
も
頤
『
○
○
①
崗
妙
○
一
①
園
ぬ
く
口
〕
①
ロ
や

目
〕
の
Ｈ
○
彦
四
国
言
沙
四
口
Ｑ
彦
画
Ｈ
ｇ
写
ご
○
門
戸
一
コ
”
目
］
①
。
〕
ず
①
【
印
○
｛
骨
壷
の
冒
己
一
Ｑ
Ｑ
－
の

。
］
画
い
い
．

自
ら
が
生
れ
な
が
ら
貴
爵
家
に
生
れ
な
か
っ
た
事
を
「
神
」
に
感
謝
す
る
の

で
あ
っ
た
。
彼
等
は
多
く
弁
護
士
、
雑
貨
商
、
僧
侶
、
商
人
等
の
出
身
で
あ
っ
た

が
、
は
げ
し
い
勤
労
に
あ
け
く
れ
る
い
わ
ゆ
る
中
間
階
級
（
ョ
己
巳
の
ｏ
匿
い
卯
）

で
あ
る
こ
と
を
恥
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

人
生
の
浮
沈
の
因
は
全
て
ス
マ
イ
ル
ス
に
よ
れ
ば
生
産
（
業
）
的
な
個
人
の

意
志
と
行
動
に
在
っ
た
。

こ
う
し
た
個
人
の
意
志
と
行
動
が
「
家
」
の
形
成
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
結

婚
し
て
家
庭
を
も
つ
こ
と
は
、
ジ
ョ
ン
・
ス
コ
ッ
ト
の
例
の
如
く
、
全
く
の
個

々
の
人
生
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

亘
国
貝
ご
言
い
白
日
①
冨
如
の
昼
①
牌
の
○
国
君
臣
凹
日
（
“
胃
吋
君
幽
ａ
“

●

Ｆ
○
吋
Ｑ
聾
ｇ
ご
里
一
）
．
ゑ
う
○
面
四
９
ｍ
幽
冒
①
旦
四
い
、
彦
○
面
刷
冨
℃
呉
○
鵠
甘
門
具

夛
弓
。
《
①
《
○
面
尉
哺
四
庁
彦
①
ａ
回
の
の
自
・
］
四
、
穴
ロ
ロ
庁
○
口
】
ゆ
目
、
四
コ
。
○

ず
ｇ
扇
吋
さ
Ｈ
冨
日
．
・
］
○
ず
己
君
画
切
い
の
ロ
庁
匡
で
さ
○
×
昏
局
Ｑ
四
Ｃ
ｏ
ｏ
『
島
国
四
翠

尹
『
ロ
の
Ｈ
①
、
ず
昌
彦
厨
ウ
Ｈ
Ｃ
庁
彦
①
局
や
印
一
国
霞
匡
の
国
○
①
餌
ご
旦
彦
厨
○
夛
『
冒
凹
己
ロ
ニ
ー

の
四
威
○
昌
彦
①
い
ロ
。
。
①
の
Ｑ
①
Ｑ
旨
○
ず
庁
幽
旨
言
い
妙
開
里
さ
急
印
匡
己
・
国
匡
喬
乏
彦
①
ご

騨
許
写
。
目
】
の
Ｑ
匡
凰
ご
”
〈
ず
の
ぐ
色
○
四
画
○
ご
℃
壷
①
夛
国
印
の
○
匡
口
【
○
吋
庁
匡
国
四
寺
①
’
’
○
門

３
昏
臼
８
さ
風
呂
ｇ
の
、
尉
房
の
厨
豐
の
胃
。
ぐ
２
１
闇
８
国
｝
旨

さ
く
の
一
四
国
・
門
匡
ロ
ロ
』
ご
胆
四
○
門
○
印
印
弄
彦
①
国
○
吋
Ｑ
①
司
乏
詳
言
三
ゆ
巴
○
℃
①
Ｑ

●

ず
国
己
の
、
壷
の
目
〕
“
崗
凰
①
Ｑ
や
“
ロ
Ｑ
、
角
⑳
彦
厨
哺
凰
の
ｐ
Ｑ
ｍ
庁
宜
○
巨
頤
云
庁
、
吋
匡
一
国
①
Ｑ

三
日
附
罵
さ
門
二
符
．
国
の
琶
画
・
自
国
言
国
富
○
匡
切
①
。
昌
一
５
日
①
諄
き
①
ロ

ゴ
の
日
肖
風
①
２
国
国
・
彦
四
Ｑ
ｐ
ｇ
昌
只
の
胃
口
の
Ｑ
四
℃
①
。
国
学
国
①
ざ
異
互
い

命
①
臣
。
尹
嗣
弓
》
己
℃
騨
己
・
画
《
骨
壷
①
、
四
目
〕
①
戴
禺
ロ
の
印
ゴ
ロ
言
彦
一
口
胃
い
①
鹿
。
巨
骨
｛
局
○
国
ご

壱
『
の
【
①
国
巨
の
ロ
庁
一
国
骨
彦
の
○
す
匡
崗
○
戸
閉
○
吋
湧
き
旨
ゴ
ロ
の
彦
色
Ｑ
す
の
①
国

・
＄
鐡
冒
の
巳
国
の
画
ｃ
ｏ
ｏ
ａ
旨
い
辱
目
局
冒
①
Ｑ
三
ｍ
ｇ
房
昌
さ
ご
ｇ
岳
め

い
目
Ｑ
望
昌
昏
①
盲
君
．
弓
○
四
坤
耐
ロ
旦
彦
①
夛
弓
○
扇
．
・
閂
写
四
ぐ
①
冒
肖
『
房
旦

局
脚
ゆ
ず
一
宮
《
ず
匡
庁
芦
厨
口
］
胃
旦
の
庁
の
尉
口
〕
一
国
四
堂
。
己
《
ｃ
写
ご
○
ユ
両
壹
働
門
・
言
＠

℃

で
Ｒ
ｏ
ぐ
一
旦
の
ｍ
Ｏ
Ｈ
許
宣
①
勇
『
。
Ｒ
ご
“
ご
』
一
○
ぐ
ゆ

後
の
エ
ル
ド
ン
卿
、
若
き
日
の
ジ
ョ
ン
・
ス
コ
ッ
ト
は
兄
の
力
で
オ
ッ
ク
ス

五
五



ホ
ー
ド
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
を
取
得
す
る
が
、
休
暇
中
に
郷
里
で
一
少
女
と
恋

愛
し
て
家
庭
を
も
っ
た
が
た
め
そ
の
特
権
を
失
い
貧
困
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
。
し
か
し
そ
の
た
め
自
奮
し
独
力
で
成
功
を
得
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
私
の
意
志
と
行
動
で
独
立
と
成
功
を
な
し
、
経
済
的
富
裕
を
形
成

す
る
が
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ス
ト
ラ
ッ
ト
の
例
の
如
く
そ
の
私
有
財
産
は
公
共
に

還
元
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

亘
弓
目
の
君
旨
“
日
聾
冒
茸
．
岳
の
①
昼
の
農
肘
の
巴
号
。
菌
ぐ
の
旨
く
①
国
‐

庁
の
Ｑ
固
め
①
【
１
回
○
陣
ｐ
ｍ
Ｒ
ご
匡
一
、
《
ず
①
ｍ
ロ
。
。
①
印
の
。
哺
載
討
壷
一
○
画
舅
固
め
○
ご
｝
］

｛
〕
【
①
ぐ
①
ロ
庁
①
Ｑ
ご
く
庁
壷
①
弓
胃
①
○
ず
四
口
一
○
四
｝
印
弄
一
臣
○
哺
《
す
画
弄
Ｑ
四
ぐ
ず
の
一
国
頤
自
己
Ｉ

①
ｐ
匡
巴
庁
○
幹
い
口
〕
四
国
巨
帛
國
○
芹
巨
Ｈ
の
．
両
旦
湧
国
崗
且
《
ず
①
の
○
国
○
哺
ご
く
壁
一
国
再
旨
．

夛
国
、
四
コ
］
囚
邑
○
ｍ
①
【
ご
』
国
①
ご
《
自
己
①
○
ゴ
四
口
庁
四
一
ｍ
の
。
』
巨
妙
壷
四
ぐ
一
己
函
①
四
己
胃

●

Ｑ
厨
○
○
ぐ
の
門
①
ｇ
庁
壷
①
己
局
一
コ
○
一
℃
｝
の
。
命
ｍ
巨
如
ロ
①
ご
印
］
。
ご
’
二
ご
ぽ
①
①
｝
ｍ
開
○
吋
、
四
局
Ｈ
』
四
１

ｍ
の
印
》
す
の
一
〕
四
・
四
笈
武
彦
①
里
ウ
四
吋
Ｈ
○
諄
『
四
コ
Ｑ
庁
夛
己
○
四
局
弄
印
目
〕
四
Ｑ
の
◎
国
弄
彦
①

己
凰
ご
ｇ
豆
⑪
夛
含
言
ゴ
ミ
①
局
の
巨
印
①
ｇ
ｏ
ロ
ゴ
厨
喘
四
門
目
〕
目
の
四
局
国
里
己
①
儲
．
岸

。
］
四
ぐ
ず
①
四
Ｑ
Ｑ
①
Ｑ
奇
声
四
奇
弄
彦
の
の
弄
崗
匡
庁
庁
の
毒
画
く
①
庁
彦
Ｈ
○
こ
い
ロ
○
匡
庁
す
の
①
目

ｑ

Ｑ
討
威
。
ｍ
匡
厨
画
①
Ｑ
ｍ
ｏ
Ｒ
《
ず
の
耳
目
○
ず
｝
①
①
胃
己
で
］
◎
昌
口
】
①
ご
庁
。
哺
庁
ロ
①
笈
ゞ
①
凹
岸
彦

写
ご
画
一
の
ゴ
骨
壷
①
再
一
国
旦
匡
の
庁
尉
胃
凹
自
・
印
穴
一
屋
彦
画
ぐ
①
ご
崗
○
巨
叩
彦
庁
庁
彦
①
冒
易
庁
彦
画
計

〈
ず
①
］
壷
画
く
①
、
。
巨
頤
酉
《
〕
ご
囚
匡
一
ご
幽
昌
如
詳
○
一
口
〕
ロ
局
○
ぐ
①
弄
宜
①
【
目
○
局
四
畳
四
口
Ｑ

⑳
○
○
一
四
一
○
○
口
Ｑ
詳
一
○
ロ
。
崩
庁
毎
の
ニ
ミ
○
門
穴
ｌ
も
①
。
固
］
の
営
自
《
ず
①
弓
の
【
己
ロ
』
○
望
口
】
①
目
計
一

四
コ
Ｑ
〈
彦
四
庁
庁
壷
①
］
壷
画
く
①
す
①
①
ロ
｝
一
ず
①
『
四
』
ｇ
ｏ
己
○
局
、
』
己
①
ぐ
①
爲
琶
ｍ
ｏ
ｏ
Ｑ

８
扇
の
ｌ
呉
夛
『
三
３
号
①
胃
研
９
国
吾
邑
．
ご
冨
賦
ざ
附
言
聾
曽
茸
．

９
号
①
す
①
画
昌
罵
巳
己
四
崗
穴
○
円
シ
Ｈ
ご
ｏ
Ｈ
ｇ
匡
日
ｇ
ｏ
の
時
ご
夢
四
の
四
四
津

《
Ｃ
弄
彦
①
庁
○
ゑ
ゞ
ご
ｍ
ロ
①
○
℃
一
①
命
○
局
①
ぐ
①
域
四
哺
局
Ｃ
Ｈ
Ｑ
ｍ
ｏ
ｐ
』
員
○
口
①
○
ｍ
閂
ご
画
ご
望

皀
巨
め
耳
呉
さ
己
、
．
弓
琶
の
。
○
コ
の
冒
旦
言
、
言
ｏ
Ｈ
Ｑ
ｍ
ｇ
号
の
切
彦
◎
再
國
Ｑ
Ｑ
門
①
閉

夛
討
ゴ
ー
、
ゴ
ゴ
①
。
里
一
ぐ
①
局
①
ｇ
ｏ
己
℃
局
①
い
の
ご
犀
。
、
骨
壷
厨
ぐ
画
］
色
画
す
］
①
頤
一
津
四
門
①

葛
○
吋
昏
ぐ
具
ウ
①
冒
函
口
匡
○
房
Ｑ
四
コ
旦
吋
①
日
①
冒
言
①
Ｈ
①
烏
。
シ
印
牙
①
ｍ
匡
己

思

壷
四
ｍ
ｍ
毒
○
口
の
ご
国
頤
彦
ご
昌
○
己
目
冒
①
庁
彦
『
◎
巨
函
彦
』
廟
ゆ
詳
夛
ご
○
巨
』
Ｑ
す
の

匡
邑
ｍ
【
四
庁
①
【
屋
｝
一
己
目
〕
の
ご
○
庁
庁
○
の
Ｒ
自
己
一
．
望
幽
も
○
円
陣
○
コ
○
開
庁
毒
①
命
。
【
骨
匡
己
の

胃
己
○
ｍ
の
①
ゆ
め
』
己
℃
『
○
コ
］
○
画
己
”
《
壷
①
塁
ど
の
点
四
局
の
○
命
（
壷
○
ｍ
の
四
目
〕
。
ご
ぬ
い
庁

室
ぐ
ず
。
。
〕
胃
｝
一
ぐ
①
、
四
国
Ｑ
ず
く
一
こ
ぎ
ｃ
皿
①
一
国
Ｑ
こ
め
弄
崗
目
目
ご
画
く
①
ご
①
の
国
四
一
・
①
Ｑ

四

一
邑
詳
ｍ
ｏ
Ｈ
ｍ
四
己
一
国
凹
嘩
○
国
。

ス
ト
ラ
ッ
ト
家
の
場
合
、
そ
の
勤
勉
と
熟
練
に
よ
っ
て
得
た
富
を
、
更
に
よ

り
高
尚
な
形
に
（
ご
◎
豆
①
①
口
巨
ｏ
旨
〕
の
貝
）
使
用
し
た
。

そ
の
「
高
尚
」
と
は
、

一
つ
は
、
自
ら
雇
用
す
る
労
働
者
の
道
徳
的
改
善
と
社
会
的
状
態
の
改
善
の

た
め
の
寄
付
で
あ
り
、
二
つ
は
自
ら
生
活
す
る
都
市
の
市
民
へ
の
贈
り
物
と
し

て
の
慈
善
事
業
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
事
を
「
余
と
共
に
生
活
し
、
勤
労
に

よ
っ
て
そ
の
致
富
を
助
け
た
人
々
へ
の
自
ら
の
お
返
し
」
と
受
け
と
め
て
い
た

と
い
員
ノ
。

し
か
し
、
ス
マ
イ
ル
ス
は
こ
う
し
た
「
慈
善
」
（
冨
号
①
『
涜
日
）
を
無
条
件

に
発
揮
さ
れ
る
も
の
と
は
見
て
い
な
い
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
・
ヘ
ッ
テ
ィ
の
場
合
を
例
に
と
っ
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

（
畢
弔
ｇ
ご
君
開
四
日
○
普
冒
旦
瓜
禺
侭
画
匡
の
。
○
ご
耳
ご
角
迄
日
ぐ
の
貝
。
『
．

“
ご
Ｑ
Ｃ
Ｈ
ｍ
四
口
届
①
Ｒ
ｏ
ｍ
冒
旦
屋
、
耳
享
○
コ
の
。
【
三
ｍ
旨
く
①
己
丘
ｏ
邑
印
乏
四
の
画

●

Ｑ
ｏ
巨
匡
の
’
ず
９
８
日
①
Ｑ
切
三
Ｐ
８
ｍ
巴
』
固
い
四
宮
普
君
冒
旦
四
コ
Ｑ
陸
・
①
・
函
の

℃
匡
ご
｝
厨
彦
の
Ｑ
弄
円
の
煙
嘩
印
①
印
。
ご
旦
望
①
一
己
、
、
◎
国
ご
画
く
四
』
っ
ぽ
－
］
○
の
○
℃
壷
望
、
○
ロ

ー
召
○
○
一
号
①
ロ
。
｝
○
庁
彦
【
自
画
ロ
匡
帛
卸
○
庁
匡
Ｈ
、
○
口
で
○
一
茸
一
○
四
一
四
国
《
ゴ
ョ
〕
の
陣
＠
画
ご
Ｑ

日
四
ご
く
◎
吾
２
ｍ
巨
亘
の
ｇ
即
国
の
甘
巨
。
Ｑ
の
Ｑ
耳
Ｏ
己
君
。
Ｈ
弄
秒
○
℃
の
国
の
・

五
六



』
①
回
旦
目
］
胃
ロ
①
妙
四
目
・
ｎ
ｏ
目
〕
。
〕
①
邑
○
の
Ｑ
四
℃
一
｝
○
面
“
Ｈ
ｇ
画
ゆ
ず
の
局
昌
四
口
Ｑ
画

感
冒
胃
ご
①
吋
庁
局
四
Ｑ
①
《
一
己
弄
彦
の
ロ
卦
回
印
庁
○
開
写
ご
声
一
○
ゴ
ゴ
の
哺
○
巨
己
Ｑ
蝕
口
〕
の
計
○

寺
圃
穴
の
も
卸
旦
ご
《
茸
①
ｇ
帥
の
巨
切
印
５
自
切
○
哺
庁
画
①
罰
○
］
巴
の
○
９
９
夢
庁
○

君
匡
、
彦
彦
①
盲
晶
①
ご
Ｃ
Ｏ
ご
尽
き
匡
扁
９
国
の
席
津
幽
己
四
日
且
①
昏
風
巨
己
の

骨
○
三
ｍ
ｍ
○
邑
妙
詳
彦
①
の
こ
の
牌
○
命
君
壷
◎
日
言
砂
い
、
『
の
四
烏
の
Ｑ
国
四
時
○
国

の
宣
①
ぎ
巨
同
弓
①
、
函
厨
葛
旨
葛
四
印
画
の
巨
国
○
巨
印
・
ｏ
ｎ
匡
日
①
昌
画
ｍ
冒
函
巳
閏
々

一
一
｝
匡
印
庁
禺
凹
陸
ぐ
①
○
帛
彦
耐
。
ご
画
ｎ
画
、
庁
①
『
一
○
○
目
庁
画
一
ヨ
ー
ロ
頤
四
Ｑ
①
庁
四
宮
○
｛
《
ず
の

己
風
目
○
一
℃
四
岸
の
ぐ
の
国
庁
印
○
開
彦
一
ｍ
皀
寓
の
、
画
ご
Ｑ
骨
画
の
叩
尉
四
旦
巨
画
岸
煙
旦
ぐ
画
ヨ
。
①
口
〕
の
己
庁

＆
冨
印
さ
再
巨
ｐ
ｐ
国
厨
の
①
昌
冒
５
国
扇
◎
自
己
四
匡
己
輿
勗
日
胃
の
。
彦
胃
四
Ｉ

Ｃ
扁
国
降
旨
．
園
シ
如
き
局
行
い
四
口
の
ゆ
き
崗
号
①
で
○
○
吋
、
ｍ
四
亘
声
①
画
・
胃
四
日

℃

國
言
“
の
庁
画
己
Ｑ
一
画
切
開
○
門
す
①
、
頤
國
時
い
ず
冒
庁
門
画
Ｑ
①
四
国
Ｑ
の
』
①
○
陸
。
ご
℃
胃
、
一
ぐ
①

吾
の
日
邑
ｇ
三
口
四
画
い
き
禺
日
乞
○
蔚
昌
ゆ
ず
冒
昏
の
面
四
目
Ｑ
具
の
。
ｇ
吾
の

●

℃
色
す
｝
討
○
巨
頤
壷
奇
計
○
尉
邑
巴
ご
庁
巴
目
計
画
Ｑ
ご
一
色
如
冷
○
門
詳
彦
○
ｍ
①
葛
す
。
彦
四
ぐ
①

す
の
①
ロ
ヴ
Ｈ
の
Ｑ
庁
○
ご
ｏ
ｎ
画
』
｝
一
己
函
国
○
局
の
如
庁
四
庁
、
奇
声
①
］
の
彦
○
匡
昌
Ｑ
ご
①
も
巨
庁

巨
己
○
国
奇
声
の
一
門
穴
一
己
Ｑ
Ｈ
ｍ
Ｑ
一
・
・
・
・
：
－
ご
｝
〕
①
門
①
冷
○
Ｈ
の
胃
四
目
目
○
．
自
弄
の
己
庁
の
Ｑ
《
ず
四
斤
胃

宜
画
く
①
四
ｍ
の
一
⑳
庁
①
Ｑ
画
匡
ロ
〕
目
己
Ｃ
ｏ
Ｈ
Ｈ
の
』
四
陣
○
口
妙
画
ご
Ｑ
ロ
巨
弄
目
〕
幽
己
昌
一
邑
庁
◎

四
夛
国
ぐ
○
儲
頤
①
耳
一
己
、
庁
壷
凰
周
○
ミ
ヨ
ウ
門
の
四
・
一
面
画
く
①
』
画
ご
○
巨
局
の
Ｑ
一
己

ｔ

も
ロ
ゥ
犀
○
二
召
。
Ｈ
穴
い
ぶ
四
目
Ｑ
す
ぐ
一
目
ぐ
の
ご
註
○
ご
印
画
画
く
⑪
の
○
口
ｍ
彦
庁
ｃ
屋
庁
崗
の
画
一

。
ご
）
の
。
骨
い
◎
【
○
画
“
同
詳
胃
唖
煙
己
旦
胃
Ｑ
Ｃ
画
⑦
局
①
ご
閨
○
○
目
］
巨
門
①
画
匡
ニ
ミ
ゴ
○

℃
四
吋
《
四
戸
①
。
開
口
〕
く
①
、
庁
四
庁
①
、
冷
罵
Ｃ
員
〕
は
目
〕
の
庁
○
は
口
〕
の
、
計
○
・
．
骨
壷
①

⑳
四
日
①
呉
島
国
【
で
の
国
』
．
ｚ
①
ぐ
の
爲
房
巴
①
服
８
画
昌
望
弓
①
Ｈ
ｏ
巨
切
８
日
・
四
国
Ｑ

芹
○
庁
國
穴
の
庁
画
①
、
巨
円
①
儲
の
一
旦
の
〕
胃
西
一
ぐ
①
画
つ
一
・
寺
○
庁
彦
の
口
〕
。
ｍ
庁
一
ご
国
ご
陣
邑
、

旦
吾
①
で
“
凰
印
ゴ
ミ
ゴ
の
Ｈ
①
冒
胃
＆
の
．
、
函
①
葛
色
ｍ
旨
５
国
の
Ｑ
冒
呂
①

威
胃
。
丘
ｚ
日
日
目
３
月
目
旦
宛
目
扇
９
１
房
の
８
言
ロ
君
胃
３
日

幻

冨
急
閉
ｇ
３
画
ｇ
日
日
目
の
８
ロ
ー
画
ａ
ｏ
邑
牙
①
８
匡
吾
里
号

。
届
庁
宣
①
○
写
○
一
局
厨
⑳
陣
屋
（
○
す
①
、
①
①
ロ
四
℃
』
四
一
国
、
一
画
ウ
ロ
ニ
ミ
詳
彦
骨
彦
の

〕
固
の
の
風
｝
〕
陸
○
コ
○
色
《
す
］
画
己
潭
一
斧
の
『
四
庁
①
写
吾
○
吋
辰
口
胃
四
国
、

、
国
の
Ｒ
①
Ｆ
画
昌
①
め

の
胃
皇
ご
一
匡
一
四
目
〕
も
の
茸
く
。
℃

・
ヘ
ッ
テ
ィ
は
「
慈
善
」
を
あ
く
ま
で
自
立
へ
の
助
け
手
と
し
て
考
え
て
い

た
。
つ
ま
り
、

・
自
ら
選
ん
で
乞
食
と
な
り
、
こ
れ
を
職
業
と
す
る
者
に
は
一
物
を
も
与
え

な
い
。
自
立
の
意
志
の
無
い
者
に
は
拒
絶
し
た
。

・
天
災
な
ど
に
よ
っ
て
不
具
と
な
り
、
生
活
の
立
た
な
い
者
に
は
社
会
公
共

（
冒
三
の
）
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

・
手
に
一
つ
の
技
術
な
く
、
財
産
の
な
い
者
に
は
親
戚
が
こ
れ
を
ゑ
る
。
。
ヘ

ッ
テ
ィ
も
自
分
の
近
親
の
貧
者
ｅ
８
Ｈ
需
冒
さ
己
）
に
全
て
補
助
し
、

彼
等
の
パ
ン
を
得
る
道
を
考
え
た
と
い
う
。

こ
こ
に
公
共
的
扶
助
と
私
的
扶
助
（
自
助
）
が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

さ
て
以
上
の
如
き
第
七
章
の
記
述
は
終
り
に
ヘ
ン
リ
ー
・
ビ
ッ
ヵ
ー
ス
テ
ー

ス
の
事
蹟
に
ふ
れ
る
。
そ
し
て
、

重
昏
①
四
津
①
局
の
胃
①
①
Ｈ
ｇ
函
ｇ
ｑ
因
島
の
『
の
扇
昏
一
ご
閉
○
国
の
呉

彦
ｃ
ｐ
Ｃ
色
ぶ
具
の
日
○
冒
日
の
昌
這
四
目
Ｑ
具
島
普
冒
、
昌
帥
す
①
Ｑ
菌
日
⑦
．
国
の

の
ご
Ｑ
の
。
三
ｍ
○
四
儲
①
の
局
四
の
三
【
四
里
①
儲
。
届
庁
彦
の
宛
９
房
、
里
詳
言
函
冒
庁
写
の

国
○
巨
附
目
も
①
①
筋
開
国
胃
○
国
Ｐ
四
国
ｍ
・
巴
の
、
困
尉
｝
黙
①
呉
言
ａ
印
○
ご
写

四
国
。
《
ず
①
門
壁
』
巨
印
庁
禺
凹
陣
◎
己
○
開
庁
ゴ
①
壱
○
写
こ
の
禺
○
哺
己
煙
匡
の
己
。
＠
己
の
Ｈ
ｍ
の
ｌ

●

ぐ
の
儲
四
国
ｏ
ｐ
四
国
Ｑ
ｏ
Ｃ
己
の
○
一
①
邑
蔵
○
色
“
－
ご
○
Ｈ
穴
一
目
、
、
』
目
①
罠
①
く
働
彦
目
、
弄
宜
の

●

○
ず
四
時
四
○
庁
①
吋
○
哺
奔
壷
①
一
己
Ｑ
一
ぐ
昏
旦
屋
四
一
、
四
己
Ｑ
○
局
◎
勇
ゞ
国
一
己
ぬ
ぎ
厨
弓
“
ず
○
巨
円
印

五
七



葛
一
昏
昏
の
日
◎
牌
８
日
巨
里
①
印
亘
８
①
閉
．

個
人
が
忍
耐
と
良
心
的
活
動
に
よ
っ
て
自
立
し
よ
う
と
す
る
時
そ
の
内
面
的

な
力
が
如
何
に
力
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
か
の
証
左
で
あ
る
と
述
べ
、
こ
う
し

た
性
格
は
ご
く
一
般
的
な
普
通
の
性
格
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
結
び
と
し
て

い
る
。ス

マ
イ
ル
ス
の
個
人
の
自
立
は
家
庭
の
形
成
を
促
し
、
社
会
的
生
活
保
障
体

の
基
盤
と
な
る
と
い
う
考
え
は
『
自
助
論
』
の
第
十
二
章
「
実
例
ｌ
模
範
（
雪

（
８
）

固
×
四
国
乞
冤
Ｂ
ａ
里
巴
に
更
に
展
開
さ
れ
る
。

（
２
）
冒
昌
ぐ
箆
匡
里
と
国
○
白
の
と
の
○
ｇ
①
昌

第
十
二
章
の
冒
頭
で
ス
マ
イ
ル
ス
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

芭
両
浅
豐
弓
冒
｝
い
◎
。
の
旦
吾
①
日
○
里
冒
扇
昌
旦
言
釦
再
匡
。
８
『
い
ゞ

骨
壷
○
色
、
彦
詳
骨
①
四
○
画
①
切
夛
司
詳
彦
○
巨
奇
四
斤
○
ご
頤
匡
の
。
岸
一
ｍ
庁
写
①
℃
局
四
○
陣
○
四
一

の
○
画
○
○
一
○
局
黒
ご
画
邑
弄
一
邑
・
、
誤
己
門
戸
一
コ
ｍ
ず
く
四
○
口
○
口
や
一
ミ
ゴ
一
○
毒
厨
四
一
軍
国
胃
の

目
】
○
門
の
【
○
『
ｇ
ウ
ー
の
庁
ご
津
ロ
ゑ
ぅ
Ｈ
Ｑ
い
も
Ｈ
①
。
①
ロ
《
。
〕
四
》
『
ロ
○
一
国
奇
骨
◎
匡
印
骨
画
①

謀
『
煙
胃
』
ず
巨
庁
耳
一
ｍ
里
一
の
邑
庁
○
○
国
威
ご
匡
○
匡
印
の
×
四
【
ご
ロ
』
、
○
○
回
ぐ
①
胃
①
Ｑ
庁
◎

屋
い
ず
昌
彦
煙
ご
詳
如
や
四
コ
Ｑ
辱
く
一
己
、
承
激
詳
彦
匡
ゆ
一
己
哺
四
。
《
や
庁
面
四
骨
○
四
吋
国
の
の
巨
印

●

四
一
○
口
函
。
（
〕
○
○
Ｑ
図
旦
ぐ
一
○
の
彦
四
の
詳
切
一
己
①
一
ｍ
ロ
庁
》
ず
匡
言
写
ご
詳
宣
○
匡
庁
骨
彦
⑦

四
○
ｎ
ｏ
目
〕
己
四
ご
一
口
〕
①
国
許
○
命
四
ｍ
。
Ｃ
Ｑ
①
×
四
コ
〕
己
一
①
罫
一
切
。
届
○
○
口
〕
己
四
『
凹
丘
く
①
一
ぐｔ

印
。
〕
画
屋
一
国
画
巨
の
。
○
の
一
“
ご
Ｑ
詳
誤
『
壁
）
す
①
儲
○
匡
国
Ｑ
《
ず
画
庁
弄
云
①
○
○
胃
目
口
］
○
固

め
蝕
旨
ご
函
○
局
毎
口
◎
四
ｍ
胃
如
画
爵
ご
ｇ
四
切
胃
。
ｑ
・
蔚
匡
ゆ
三
里
々
Ｈ
①
ぐ
①
例
①
Ｑ

●

一
己
骨
宣
の
四
○
庁
匡
四
一
の
〆
で
①
国
①
ロ
。
①
○
昂
』
黙
①
．

シ
臣
己
の
厨
○
己
印
画
忌
日
ｏ
３
ｏ
閉
庁
閉
煙
宮
ｇ
席
四
国
冒
弓
３
匡
函
画

《
す
の
①
竜
の
吋
騨
拝
す
①
ベ
ヘ
ゴ
四
コ
庁
茸
の
①
四
『
一
四
己
Ｑ
、
一
こ
ぎ
四
庁
①
ぐ
①
『
］
め
ゅ
①
①
ご
｝
己

開
四
○
《
℃
ご
〕
四
戸
の
、
四
帛
四
『
Ｑ
①
①
ロ
①
局
』
口
〕
己
門
①
い
、
】
○
国
庁
彦
四
国
四
国
望
庁
ゴ
ー
ロ
函
庁
彦
四
言

昂
日
の
門
①
ご
Ｈ
①
四
ｇ
ｏ
局
彦
①
画
『
ｇ
弓
三
ｍ
厨
の
ｍ
己
①
ｇ
巴
ご
夢
の
。
画
切
の
日

●

の
四
己
］
宮
。
匡
庁
写
迄
デ
ミ
ゴ
①
．
計
壷
の
①
召
①
厨
《
壷
①
。
ご
一
①
哺
一
国
］
の
弄
○
哺
穴
己
○
君
’

一
①
Ｑ
、
①
。
一
ぐ
ず
四
《
の
ぐ
①
【
○
彦
営
・
岡
の
国
の
の
①
《
彦
の
ぐ
匡
口
○
○
コ
い
ｇ
ｏ
匡
巴
昌
一
『
ご
寓
四
寺
①
。

●

０
，

弓
ロ
の
望
日
附
己
巴
亘
く
の
。
日
①
８
３
ｍ
の
日
こ
の
号
○
い
の
急
ぎ
○
四
局
画
ご
○
昌

牙
四
国
’
四
ｍ
目
⑳
①
９
ｍ
国
穴
①
号
の
ｎ
ｏ
ざ
匡
同
具
岳
①
房
画
く
①
卯
昏
の
ぐ
厳
①
Ｑ

Ｒ

Ｃ
国
．
国
①
国
、
の
岳
①
ぐ
幽
降
冒
乞
○
再
四
国
の
①
ｇ
Ｑ
ｏ
日
の
普
房
耳
巴
冒
冒
中
司
○
円

写
ご
壷
四
芹
①
ぐ
①
局
．
〕
画
］
ず
の
《
ず
①
①
哺
鹿
○
一
の
国
。
］
。
｛
印
○
ヶ
。
。
｝
〃
《
壷
①
①
〆
四
国
］
ロ
｝
①
ｍ

ｍ
ｇ
ヨ
○
巨
禺
国
○
日
の
切
日
匡
異
巴
君
色
望
の
す
①
具
ぐ
囚
降
毎
ｍ
昂
呉
①
『

●

一
．
画
こ
の
ご
○
の
一
己
｛
。
Ｒ
員
旨
。
ｍ
庁
彦
の
。
壷
四
『
四
○
《
の
【
印
○
局
◎
匡
吋
帛
匡
庁
匡
吋
①
。
〕
の
邑

画
且
君
ｏ
Ｂ
ｇ
・
目
富
国
○
日
①
厨
昏
①
９
蔚
国
一
旦
８
９
①
９
１
夢
①

。
色
○
一
①
匡
切
◎
局
。
画
武
○
口
画
一
○
す
四
吋
四
○
庁
の
『
一
四
．
旦
哺
『
○
口
〕
《
宜
四
庁
“
◎
匡
門
○
ゆ
ず
①

詳
一
）
一
員
’
①
○
『
庁
四
一
コ
《
①
Ｑ
や
厨
切
匡
①
《
画
の
宜
四
ご
詳
妙
己
凰
邑
○
一
℃
一
①
妙
四
ヨ
ニ

コ
〕
四
×
』
ご
胃
、
舅
武
彦
一
○
画
、
◎
ぐ
の
同
ヨ
で
ロ
ウ
］
一
○
四
如
皇
こ
の
匡
四
印
己
凰
ぐ
幽
弄
の
岸
蔑
＠

月
ゴ
①
ご
ｇ
ご
ロ
Ｃ
Ｏ
Ｂ
①
の
可
◎
日
房
の
邑
匡
風
①
門
く
．
勺
匡
宣
旨
ｏ
冒
昌
◎
。

●
●

詳
切
の
一
命
一
切
【
○
Ｈ
庁
宣
の
口
〕
。
ｍ
言
ロ
四
門
詳
庁
壷
①
○
匡
庁
、
門
○
三
弓
弄
毒
○
昂
庁
彦
①
毒
○
口
〕
①
一

四
国
Ｑ
庁
ゴ
①
す
①
の
庁
も
彦
壁
画
邑
庁
彦
尉
○
つ
旨
の
。
。
】
①
切
哺
員
○
コ
］
庁
彦
の
威
円
①
い
－
Ｑ
の
。

・
弓
○

一
．
ぐ
の
庁
宜
①
］
詳
匡
①
己
一
画
《
○
．
ご
与
召
①
す
①
一
○
コ
”
（
○
一
口
ｍ
○
○
一
①
骨
昌
や
い
、
画
琶
い

国
匡
『
穴
＠
．
厨
庁
写
①
頤
の
日
○
哺
巴
｝
も
巨
巨
房
四
廟
①
ｇ
ご
冒
印
．

乙
甸
Ｒ
○
コ
〕
庁
壷
厨

一
詳
匡
①
、
の
冒
弄
崗
騨
一
の
℃
○
庁
庁
彦
の
ゴ
ロ
『
ご
四
国
ｍ
冒
寓
ご
ロ
四
庁
ゴ
ー
①
印
国
営
固
く
①
減
庁
の
ご
Ｑ
一
国

色
ご
ゆ
く
の
吋
一
ご
一
己
の
ご
一
己
ｍ
○
弓
ｎ
－
ｐ
巨
己
盆
皀
骨
壷
の
舅
ゞ
○
局
一
旦
厨
．
①
冒
胃
ケ
局
僅
。
①
Ｑ
一

ｍ
○
夢
庁
彦
○
匡
函
壷
庁
門
口
①
で
ず
壁
画
ご
庁
彦
Ｒ
○
℃
目
℃
毎
床
①
○
画
四
国
言
望
℃
す
の
函
一
己
切
幽
弄

彦
○
口
〕
①
、
四
の
切
匡
『
の
Ｑ
一
昌
詳
・
○
①
、
ご
○
庁
①
国
・
庁
毒
の
局
①
．

「
自
助
」
の
最
良
の
教
師
は
日
常
生
活
に
お
け
る
経
験
に
あ
る
と
し
、
そ
の

五
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最
も
重
要
な
模
範
と
し
て
「
家
庭
」
を
考
え
て
い
る
。
少
年
少
女
の
生
活
の
起

点
は
家
庭
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
不
知
不
識
の
間
に
感
化
（
旨
唾
巨
①
ロ
８
）
さ
れ
て

い
く
。
従
っ
て
「
家
庭
教
育
」
ｅ
Ｃ
日
の
“
胃
弓
国
営
侭
）
は
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
後
に
社
会
人
と
な
り
国
民
と
な
っ
た
時
、
そ
の
品
性
は
個
々
の
家
庭

の
性
向
に
拠
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
従
っ
て
「
家
庭
は
社
会
の
結
晶

で
あ
る
」
と
さ
え
言
え
る
。

パ
ー
ク
は
「
社
会
に
於
い
て
吾
等
が
属
す
る
小
隊
を
愛
す
る
こ
と
は
凡
て
の

公
共
的
博
愛
事
業
の
萠
芽
で
あ
る
」
と
言
っ
た
が
、
家
庭
と
い
う
小
さ
な
中
心

点
か
ら
人
類
の
博
愛
（
西
日
愚
自
響
日
冒
昌
①
印
）
と
い
う
大
き
な
拡
が
り
も
生

ず
る
の
で
あ
る
と
ス
マ
イ
ル
ス
は
考
え
る
。
そ
う
考
え
る
が
故
に
彼
は
家
庭
の

感
化
、
特
に
父
母
の
感
化
を
重
視
す
る
。
冒
頭
の
部
分
に
続
い
て
、

含
）
弓
彦
①
の
壷
四
国
ｇ
の
勗
具
己
四
３
画
厨
凹
忌
昏
巨
印
ｎ
ｏ
国
の
冨
昌
毎
局
で
①
具
の
Ｑ

一
己
庁
彦
の
一
門
○
ゴ
ー
｝
Ｑ
『
の
己
一
四
邑
旦
庁
彦
①
四
○
斤
如
○
帛
四
哺
吊
①
。
陣
○
目
℃
旦
芦
の
○
一
℃
一
一
国
⑦
℃

一
己
旦
匡
の
寺
門
く
い
四
国
９
ｍ
の
【
ｌ
ｏ
Ｑ
ｐ
言
吋
○
』
、
ニ
ミ
ゴ
一
○
壷
《
ず
①
昌
旦
幽
冨
胃
の
〆
①
。
〕
己
｝
罵
望
℃

底
ぐ
①
四
己
Ｑ
四
○
庁
二
ご
画
①
国
四
屋
①
一
切
の
皇
こ
ぎ
一
○
ゴ
ロ
】
囚
望
ゴ
画
く
め
す
の
①
口
昌
①
四
局
己
の
Ｑ

庁
毒
崗
○
色
”
ず
骨
宜
の
①
四
局
彦
四
ｍ
』
○
口
い
ず
ゆ
め
ロ
【
。
【
ぬ
○
奇
骨
①
国
。

、
、
（
（
ｕ
〉
）

と
述
べ
、
父
母
の
愛
情
、
訓
練
、
勤
勉
、
自
制
等
の
行
為
が
永
続
し
て
世
代

を
越
え
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
説
く
。

こ
こ
に
家
庭
は
個
人
の
自
立
の
ワ
ク
を
越
え
、
社
会
↓
国
家
↓
人
類
と
空
間

的
拡
大
の
起
点
と
な
る
と
共
に
、
時
間
的
に
世
代
を
越
え
時
代
を
越
え
て
拡
が

、
、

る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
時
空
を
越
え
る
も
の
を
ス
マ
イ
ル
ス
は

「
無
言
の
行
為
」
（
弓
蔚
日
昌
①
胃
匡
。
ご
）
と
「
無
意
識
の
容
色
」
（
巨
己
８
易
ｌ

ｇ
ｏ
５
５
。
巴
と
い
う
働
き
の
世
界
で
考
え
て
い
た
。
彼
の
「
家
庭
」
は
こ
う

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
（
、
）

し
た
動
的
な
教
育
運
動
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

前
節
に
引
用
し
た
ス
マ
イ
ル
ス
の
原
文
を
日
本
人
と
し
て
最
初
に
（
明
治
四

年
）
訳
述
し
た
中
村
正
直
は
如
何
に
対
応
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
第
七
章
の
部
分
を
対
比
し
て
承
る
。
㈹
か
ら
○
ま
で
の
引
用
文
中
◎
か

ら
Ｇ
に
当
る
部
分
を
中
村
は
訳
述
し
て
い
な
い
。
こ
の
訳
述
し
て
い
な
い
部
分

は
原
文
第
七
章
全
体
十
六
・
ヘ
ー
ジ
中
約
十
二
・
ヘ
ー
ジ
に
及
ぶ
。
こ
の
事
は
中
村

が
「
家
の
浮
沈
」
に
つ
い
て
関
心
を
有
し
、
「
英
国
の
貴
爵
家
」
の
多
く
が
産

業
に
よ
る
自
立
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
了
解
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
以
上

の
内
容
に
は
さ
し
て
留
意
し
て
い
な
か
っ
た
事
を
物
語
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は

（
１
）
『
冨
山
房
百
科
文
庫
焔
西
国
立
志
編
』
解
説
。
昭
和
一
三
年
の
ち
再

版
。

（
２
）
「
明
治
立
身
出
世
主
義
の
系
譜
」
『
文
学
』
認
巻
４
号
岩
波
書
店
。

（
３
）
『
中
村
敬
宇
』
吉
川
弘
文
館
昭
和
四
一
・

（
４
）
『
大
世
界
史
』
文
芸
春
秋
社

（
５
）
》
『
明
治
文
学
史
』
筑
摩
書
房

（
６
）
『
権
利
と
し
て
の
教
育
』
十
八
頁
以
下
筑
摩
書
房

（
７
）
本
稿
で
使
用
し
た
原
文
は
主
と
し
て
の
２
房
ロ
画
ご
＆
三
目
目
三
！

豐
且
ど
き
冒
冨
匡
国
ど
ち
別
を
中
心
に
し
た
。
二
一
○
頁
’
二

二
七
頁
が
第
七
章
に
当
る
。
な
お
扁
駅
版
と
も
照
合
し
た
。

（
８
）
第
十
二
章
は
同
右
三
四
一
頁
’
三
五
九
頁
に
当
る
。

（
９
）
同
右
三
四
二
頁
。

（
皿
）
前
稿
で
も
述
べ
た
が
、
ス
マ
イ
ル
ス
は
『
自
助
論
』
出
版
前
、
『
ピ

ー
プ
ル
ス
・
マ
ガ
ジ
ン
』
に
「
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
ソ
サ
エ
テ
ィ
と
教

育
」
、
「
公
共
図
書
館
設
立
案
」
な
ど
の
国
民
教
育
論
を
唱
え
て
い
る
。

a

二
、
中
村
正
直
訳
『
西
国
立
志
編
』
に
お
け
る
「
家
」

五
九



第
十
二
章
の
原
文
㈲
を
如
何
に
中
村
は
訳
述
し
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
彼
の
「
家
」
の
思
想
を
探
る
こ
と
に
す
る
。
側
に
該
当
す
る
全
訳
文
を
掲

げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

き
ん
よ
う

一
、
家
裡
の
教
化
、
最
も
緊
要
な
る
こ
と
、
な
ら
び
に
家
国
同
一
な
る
こ
と

ぎ
は
ん
き
ょ
う
じ
よ
う
し
た

よ
い
儀
範
（
行
状
の
手
本
）
は
、
舌
な
く
し
て
は
な
は
だ
勢
力
あ
る

あ

教
師
と
称
す
べ
し
。
け
だ
し
人
生
実
際
の
学
問
は
行
為
の
上
に
在
り
。
ゆ

ぎ
ば
ん
か
ん
い
げ
入
ご

え
に
よ
き
儀
範
の
人
を
感
移
す
る
こ
と
、
言
語
の
比
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。

ぜ
ん
き
ん
り
ょ
う

教
訓
の
善
な
る
も
の
は
、
も
と
よ
り
斤
両
あ
り
て
重
ん
ず
べ
し
。
し
か

ぎ
は
ん
よ
と
も
な

れ
ど
も
、
儀
範
の
善
き
も
の
あ
り
て
、
こ
れ
に
伴
わ
ざ
れ
ぱ
、
そ
の
人
に

く
ん
ち
よ
く
さ

入
る
こ
と
必
ず
深
か
ら
ず
。
命
令
訓
敷
は
人
生
の
行
く
べ
き
道
路
を
指

ひ
ょ
う
よ
う
し
ん

し
示
す
に
す
ぎ
ず
、
よ
き
表
様
（
手
本
）
を
立
つ
る
人
は
、
こ
れ
と
親

し
ゃ
ふ
き
ん
と
も
か

炎
し
付
近
す
る
も
の
を
し
て
、
み
ず
か
ら
習
慣
し
て
こ
れ
と
共
に
化
せ
し

む
る
な
り
。

じ
よ
う
げ
ん

さ
れ
ば
、
常
言
に
「
わ
が
言
う
ご
と
く
に
な
す
べ
し
。
わ
が
な
す
ご

と
く
に
な
す
こ
と
な
か
れ
」
と
い
え
る
は
、
正
道
に
反
し
て
行
わ
る
べ
か

ら
ざ
る
こ
と
な
り
。恥

つ
け
ん
じ
ぶ
ん

お
よ
そ
人
、
目
見
に
よ
り
て
知
識
を
得
る
こ
と
、
耳
間
に
比
す
れ
ば

か
ん
ら
ん
し
よ
う
ち

多
し
。
真
実
に
観
覧
し
て
証
知
す
る
こ
と
は
、
特
に
読
玖
聞
く
も
の
に

か
く
か
ん

比
す
れ
ば
、
そ
の
心
に
覚
感
す
る
こ
と
は
る
か
に
深
し
と
す
。
な
か
ん
ず

じ
ど
う
が
ん
も
く
も
ん
こ

く
、
児
童
は
眼
目
を
も
っ
て
知
識
の
門
戸
と
な
す
。
お
よ
そ
そ
の
見
る
と

糸
な
ら

こ
ろ
の
こ
と
は
、
知
ら
ず
覚
え
ず
お
の
ず
か
ら
こ
れ
を
視
倣
う
も
の
な

お
の
れ
い
じ
よ
う
い

り
。
ゆ
え
に
児
童
は
己
の
か
た
わ
ら
に
囲
驍
し
と
も
に
居
る
と
こ
ろ
の

ひ
よ
う
よ
う

人
の
表
様
に
お
の
ず
か
ら
似
る
こ
と
、
あ
た
か
も
虫
の
色
そ
の
食
う

か
り

と
こ
ろ
の
葉
の
色
に
似
る
が
ご
と
し
。
さ
れ
ば
、
家
裡
の
教
養
は
、
最
も

せ
つ
よ
う

切
要
な
る
も
の
に
し
て
、
け
っ
し
て
ゆ
る
が
せ
に
す
べ
か
ら
ず
。

そ
も
そ
も
郷
塾
、
府
学
に
て
教
う
る
と
こ
ろ
、
も
と
よ
り
そ
の
功
労
な

か
り

し
と
い
う
べ
か
ら
ず
。
し
か
れ
ど
も
、
家
裡
に
お
い
て
立
つ
る
と
こ
ろ
の

ぎ
ば
ん

よ
き
儀
範
の
感
化
に
は
及
ぶ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
家
中
の
儀
範
こ
そ
、
実
に

こ
う
ら
い
ひ
ん
こ
う
よ
う
ち
ゆ
う
ぎ
よ
う
け
つ

後
来
男
女
の
品
行
を
鏥
鋳
す
る
基
本
な
れ
。
そ
れ
流
動
物
の
凝
結
し

け
ん
こ
う

て
堅
硬
の
物
に
化
す
る
や
、
あ
る
い
は
三
角
、
あ
る
い
は
四
角
、
そ
の

た
け
い
じ
よ
う
か
く
よ
う

他
種
々
の
形
状
あ
り
、
お
の
お
の
そ
の
性
質
に
従
い
、
各
様
の
形
を

げ
ん
じ
ょ
う
け
い
Ｉ

現
ぜ
り
。
そ
の
ご
と
く
、
風
俗
の
情
形
は
家
風
の
集
合
す
る
も
の
に
し

ぼ
歩
ノ
こ
り
く

か
は
ん

て
、
邦
国
の
体
格
は
家
範
の
団
結
す
る
も
の
な
り
。

崎
う
こ
く
か
く
じ
ん
Ｉ
あ

け
だ
し
家
は
邦
国
の
核
仁
な
り
。
家
に
在
り
て
す
る
と
こ
ろ
の
も

か
ぐ
、
げ
ん

の
、
外
に
発
出
し
て
風
俗
と
な
り
格
言
法
語
と
な
る
。
ゆ
え
に
一
家
の

ち
ほ
う

せ
い
じ
ゃ
じ
ゆ
ん
ば
く

治
法
は
す
な
わ
ち
邦
国
の
方
法
、
そ
の
正
邪
純
駁
二
致
な
し
。
特
に

》
」
シ
ヘ
ノ
』
」
〃
ぜ
、

大
小
の
界
な
る
あ
る
の
み
。
各
家
の
私
論
は
す
な
わ
ち
闇
国
の
公
論
、

き
よ
く
ち
よ
く
こ
兵
，
げ
た
ん
ど
う
き
よ
う

そ
の
曲
直
高
下
二
端
な
し
。
特
に
広
狭
の
異
な
る
あ
る
の
み
。
け

ほ
う
こ
く
に
ゆ
う
よ
う
じ
ん
ぜ
ん

だ
し
邦
国
は
こ
の
家
中
の
乳
養
に
よ
り
て
生
長
し
、
仁
善
を
行
い
一

か
ろ

世
を
利
益
す
る
人
は
火
炉
の
辺
よ
り
あ
ら
わ
れ
出
づ
。

い
わ
か
ば
ん

パ
ー
ク
田
巨
鳥
①
）
曰
く
、
「
人
お
の
お
の
そ
の
小
数
の
彌
伴
（
仲
間
）

ほ
う
こ
く
こ
う
ど
う
し
ん
あ
い
ほ
う
が

を
愛
す
る
こ
と
は
、
邦
国
公
同
親
愛
の
萠
芽
（
は
じ
め
）
な
り
」
と
。

主
こ
と
げ
ん
か
ん
し
ん

か
り

誠
に
こ
の
言
の
ご
と
く
、
家
裡
の
親
愛
は
環
心
の
小
点
の
ご
と
く
、
こ

じ
ん
じ
よ
じ
あ
い
け
ん
え
ん

れ
よ
り
し
て
、
仁
恕
の
周
囲
し
だ
い
に
広
く
、
慈
愛
の
圏
円
い
よ
い

か
い
ほ
う
い
わ

よ
大
い
に
し
て
、
全
地
球
を
懐
抱
す
る
に
至
る
べ
し
。
こ
と
わ
ざ
に
日

じ
ひ
き
し
や
と
ど

く
、
「
慈
悲
喜
捨
は
家
よ
り
始
む
」
と
。
し
か
れ
ば
、
家
に
止
ま
る
べ
か

六

○



ほ
う
こ
ぐ
、
お
（
１
）

ら
ず
し
て
、
必
ず
邦
国
天
下
に
推
し
及
ぼ
す
べ
き
こ
と
を
知
る
べ
し
。

文
中
ｌ
線
部
筆
者
補

中
村
は
国
◎
日
①
（
家
庭
）
に
当
る
部
分
を
「
家
」
と
訳
し
、
の
Ｃ
Ｑ
①
弓
（
社
会
）

に
当
る
部
分
を
「
邦
国
」
と
訳
し
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
「
家
裡
」
「
家
中
」

「
家
範
」
「
家
風
」
「
各
家
」
と
い
う
用
語
を
多
用
す
る
。
こ
の
事
は
単
な
る

訳
語
表
現
上
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
原
文
の
「
家
庭
」
や
「
社
会
」
と
思
想
的

な
異
り
を
示
す
。
中
村
は
剛
の
部
分
に
見
出
し
を
つ
け
「
家
裡
の
教
化
、
最
も

緊
要
な
る
こ
と
、
な
ら
び
に
家
国
同
一
な
る
こ
と
」
と
し
て
「
家
」
と
「
国
家
」

の
同
一
を
説
き
、
原
文
に
な
い
．
家
の
治
法
す
な
わ
ち
邦
国
の
方
法
」
と
説

い
て
い
る
。
「
家
庭
」
を
「
家
」
「
社
会
」
を
「
邦
国
」
と
訳
し
た
前
提
に

「
家
」
の
政
治
、
「
邦
国
」
の
政
治
（
斉
家
治
国
）
意
識
が
あ
り
、
「
必
ず
邦

国
天
下
に
推
し
及
ぼ
す
べ
き
」
理
想
を
伴
っ
て
い
る
。
こ
の
理
想
は
原
文
の
有

す
る
理
想
と
は
異
る
。

こ
の
点
を
『
自
助
論
』
の
中
で
一
番
政
治
に
つ
い
て
述
べ
た
第
一
章

口
、
の
座
昏
の
言
Ｚ
目
○
口
巴
四
且
冒
島
ぐ
匡
巨
巴
）
を
と
り
あ
げ
て
対
比
し
て
承

ヲ
○
○

弓
彦
①
の
凰
風
庁
旦
陥
罵
１
画
里
軍
幽
の
①
×
ご
豆
扁
Ｑ
冒
岳
の
①
ロ
①
品
凰
甘

四
○
口
○
百
○
ｍ
一
邑
旦
』
ぐ
一
旦
匡
四
］
妙
茜
色
、
〕
己
囚
屋
威
再
ご
①
の
ウ
①
①
弓
四
胃
ご
囚
禺
丙
の
。

命
①
画
庁
巨
尉
①
』
国
庁
彦
①
両
ロ
ｍ
｝
扇
面
○
画
四
門
四
○
庁
①
儲
鼬
目
Ｑ
哺
巨
門
己
尉
彦
①
の
庁
彦
①
耳
匡
①

司
る
四
ｍ
匡
局
①
。
哺
○
巨
門
己
○
急
の
Ｈ
四
ｍ
四
自
国
嘩
○
ロ
．
崩
厨
冒
頤
四
ヶ
○
ぐ
の
庁
壷
の

壷
の
四
・
ｍ
。
【
《
ず
①
。
〕
四
の
印
へ
画
①
Ｒ
①
ゑ
ぁ
門
の
四
］
湧
国
胃
、
計
○
ず
の
帛
○
巨
ご
Ｑ
四

ｍ
の
国
の
い
○
命
一
己
Ｑ
一
く
一
旦
巨
四
畠
ｍ
Ｑ
－
の
嘩
己
胆
巨
一
の
面
の
Ｑ
す
①
望
ｏ
ｐ
Ｑ
ｏ
庁
面
の
円
い
写
昌
彦
○

○
○
口
〕
目
冒
四
国
Ｑ
の
Ｑ
奇
声
の
ロ
巨
す
｝
門
彦
○
禺
旨
四
ｍ
①
、
国
巨
庁
○
巨
禺
ロ
Ｈ
◎
ぬ
周
の
い
い
彦
四
ｍ

四
］
⑳
○
ず
①
①
邑
○
写
ご
一
己
、
《
○
胃
ご
巨
岸
茸
巨
Ｑ
の
印
。
届
印
国
】
画
匡
①
吋
四
己
旦
』
の
、
切
穴
。
○
承
ヌ
ロ

日
①
国
．
弓
彦
○
匡
頤
彦
○
国
辱
房
の
函
の
ご
図
画
厨
．
己
四
日
①
、
日
色
望
す
①
３
口
５
日
１

ヶ
①
周
①
Ｑ
一
目
詳
彦
①
壷
厨
《
○
吋
罰
。
【
幽
邑
冒
頤
Ｈ
①
国
許
○
四
【
ご
ロ
四
声
、
ロ
、
岸
彦
煙
印
す
の
⑪
ご

〕
ご
画
頤
吋
①
国
許
弓
】
①
四
ｍ
巨
吋
の
《
ず
Ｒ
ｃ
匡
函
壷
庁
茸
の
』
自
旦
］
ぐ
』
Ｑ
匡
四
』
ぐ
画
一
◎
巨
吋
四
国
ロ

ゴ
①
『
。
》
の
ロ
〕
◎
哺
庁
壷
の
己
画
く
四
斤
①
切
庁
彦
画
庁
ぐ
》
○
庁
ｃ
風
①
め
壷
固
く
①
ず
①
①
ロ
ー
こ
◎
ロ
。

●
ヘ

ン
且
匡
＠
ｓ
。
．
］
の
“
８
巨
図
⑳
．
ｇ
屋
①
．
．
１
日
ｇ
冒
島
①
国
ご
爾

彦
画
く
一
己
”
》
自
幽
屋
戴
員
］
①
い
ず
①
①
ロ
四
国
〕
ｃ
己
、
の
庁
弄
彦
の
叩
禺
①
四
計
①
め
げ
○
ｍ
－
ご
ｏ
Ｒ
ｌ

穴
①
Ｈ
の
。
ご
自
画
ご
く
四
儲
①
庁
壷
①
｝
一
ぐ
①
ゆ
Ｃ
開
国
〕
①
国
匡
ご
云
討
国
茸
の
。
、
ゑ
ゞ
ロ
一
○
画
壷
画
く
の

己
の
ぐ
の
崗
庁
面
の
｝
の
印
印
画
の
で
○
曇
る
門
哺
匡
｝
｝
く
一
国
酉
巨
①
ご
○
①
Ｑ
ｇ
ぐ
當
旨
画
嘩
○
コ
四
国
ロ

一
月
○
ぬ
扇
朗
色
の
号
①
日
◎
扇
ぎ
風
匡
ご
呉
①
の
Ｈ
の
胃
夛
計
。
印
の
ご
四
目
①
の
四
吊

崗
①
、
Ｏ
Ｈ
Ｑ
①
Ｑ
一
国
豆
○
ぬ
円
四
℃
彦
雷
固
く
①
ご
庁
彦
①
ロ
巨
再
ご
豆
の
異
己
①
『
の
。
Ｐ
夛
言
○

ｍ
①
庁
の
ウ
①
【
○
『
①
壷
尉
【
堅
］
○
ゑ
あ
四
口
①
〆
四
屋
ご
己
］
の
。
【
一
己
Ｑ
こ
い
《
Ｈ
夢
如
○
ず
国
①
弄
望
、

画
ご
旦
匡
己
凰
函
壷
奇
声
○
国
①
、
言
］
○
帛
己
匡
吋
℃
○
ｍ
⑦
一
口
｝
廟
の
匂
声
色
の
四
℃
門
①
ｍ
①
国
庁
四
ｍ

一
召
①
一
一
画
の
四
喘
巨
寺
宮
門
の
一
己
塵
巨
①
己
。
①
匡
己
。
ご
庁
彦
①
ゑ
る
屋
１
ヶ
ｇ
ご
函
○
烏
彦
厨

○
○
巨
国
庁
周
目
一
ｍ
。
Ｈ
彦
一
印
］
黙
①
画
邑
・
の
ご
画
埼
四
○
芹
の
門
己
四
の
の
巨
冒
○
○
国
の
。
』
Ｃ
宮
、
｝
胃

一
国
庁
。
弄
彦
①
辱
く
①
ｍ
ｏ
ｍ
ｏ
庁
彦
の
門
、
』
四
国
Ｑ
己
吋
○
℃
四
ｍ
四
庁
①
ｍ
ｏ
ｏ
Ｑ
①
×
四
目
〕
ロ
弓
①
【
○
門

（
２
）

四
匡
嘩
罠
冒
①
庁
○
，
○
口
］
ｐ

こ
の
部
分
を
中
村
は
次
の
如
く
訳
述
し
て
い
る
。

ふ
ん
き

英
国
の
人
民
は
、
ゑ
ず
か
ら
助
く
る
の
精
神
あ
り
て
、
勢
力
を
奮
起

つ
卜
↑
な
う
ち
く
っ

し
、
百
事
を
勉
む
る
こ
と
、
昔
よ
り
風
俗
を
成
し
た
り
。
群
衆
の
中
に
堀

き
ぎ
げ
ん
い

起
し
て
、
そ
の
名
を
あ
ら
わ
し
、
元
来
貴
顕
な
る
人
の
う
え
に
出
づ
る
も

の
、
い
ず
れ
の
世
に
も
常
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
し
か
し
て
英
国
の
勢

力
は
、
実
に
こ
れ
に
よ
り
て
生
ず
る
こ
と
な
り
。

ち
や
く
が
ん
く
梶

し
か
れ
ど
も
、
こ
こ
に
ま
た
着
眼
す
べ
き
こ
と
あ
り
。
わ
が
邦
の
上

ひ
と

び
せ
ん
た
み

進
す
る
こ
と
は
、
独
り
有
名
の
人
の
功
に
あ
ら
ず
。
微
賤
の
民
、
そ
の
名

一
ハ
ー



し
ゆ
う
り
よ
く
ほ
う
こ
く

も
知
ら
れ
ざ
る
ほ
ど
の
も
の
と
い
え
ど
も
、
衆
力
を
合
わ
せ
、
邦
国

１
さ
つ

を
助
く
る
こ
と
、
そ
の
利
益
、
ま
た
思
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
史
冊
（
書
物
）

き

ほ
そ
つ

の
上
に
、
大
合
戦
を
記
す
る
に
、
大
将
の
名
の
ゑ
あ
り
て
、
歩
卒
の
名
あ

旧
そ
つ
こ
こ
・
ズ
い
ゆ
う
き
し
ょ
う
よ

ら
ず
。
し
か
れ
ど
も
、
歩
卒
箇
々
に
英
雄
の
気
象
あ
り
て
、
善
く
戦
う

か
ち
か
し
よ
う
が
い

に
よ
り
て
、
捷
を
奏
す
る
こ
と
な
り
。
且
つ
人
民
の
生
涯
も
、
ま
た
歩

卒
の
戦
闘
に
比
す
べ
し
。
そ
の
姓
名
伝
わ
ら
ざ
る
も
の
と
い
え
ど
も
、
伝

と
ど
た
い
じ
ん
ご
う
け
つ
と
も

記
に
名
を
留
む
る
大
人
豪
傑
と
共
に
、
世
の
開
化
文
明
の
上
進
を
助
く

る
こ
と
、
は
な
は
だ
多
き
な
り
。

し
ぴ
し
せ
ん
た
み
へ
い
ぜ
い

至
微
至
賤
の
民
と
い
え
ど
も
、
そ
の
職
事
に
勉
強
し
、
平
生
の
な
す

ち
ゆ
う
こ
う
せ
つ
れ
ん
ぎ
ひ
よ
う

と
こ
ろ
、
正
直
、
忠
厚
、
節
廉
に
し
て
、
他
人
の
儀
表
（
手
本
）
と

ち
か
た
す
ひ
と
こ
う

な
れ
ば
、
そ
の
国
の
治
化
を
碑
く
る
こ
と
、
独
り
当
世
の
承
な
ら
ず
、
後

だ
い代

に
ま
で
も
及
ぶ
べ
し
。
い
か
に
と
な
れ
ば
、
一
人
た
り
と
も
、
そ
の

ぎ
よ
う
じ
よ
う
も
ば
ん
た
が

行
状
良
善
な
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
他
人
に
伝
染
し
、
そ
の
模
範
を
互

あ
い
し
ほ
う

い
に
相
師
法
（
手
本
）
と
し
、
後
代
ま
で
広
く
行
わ
る
る
こ
と
な
れ
ば
な

（
４
強
）

ｈ
叩
ノ
◎

原
文
の
冒
頭
は
英
国
に
お
け
る
人
民
の
自
立
と
国
民
の
発
展
に
つ
い
て
記
し

、
、

た
部
分
で
あ
る
。
特
に
そ
こ
で
は
、
個
人
の
精
力
的
行
動
の
表
出
と
し
て
の
自

助
の
精
神
が
英
国
人
の
国
民
性
を
形
成
し
て
い
く
と
し
、
｜
一
冒
目
厨
房
切
吾
の

旬
月
日
の
四
ｍ
匡
制
具
Ｃ
貝
冒
葛
閏
閉
四
国
呉
ざ
ロ
ミ
と
ス
マ
イ
ル
ス
は
記
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
「
（
自
助
の
精
神
は
）
国
民
と
し
て
の
我
々
の
力
の
真
の
尺

度
で
あ
る
」
と
言
う
。
し
か
る
に
中
村
は
こ
の
部
分
を
訳
し
て
い
な
い
。
こ
れ

は
意
訳
し
た
か
ら
省
略
し
て
も
差
支
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
原
文
に
な
い
「
（
名
も
知
れ
な
い
者
が
）
衆
力
を
合
わ
せ
、
邦
国

を
助
く
る
こ
と
、
そ
の
利
益
、
ま
た
思
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
」
と
い
う
意
を
附

一
ハ
ー
ー

加
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
中
村
は
ま
た
こ
ぎ
呂
占
風
品
旦
冨
の
８
口
昌
昌
ミ

の
訳
に
「
そ
の
国
の
治
化
を
禅
く
る
こ
と
」
と
附
加
し
て
い
る
。
人
民
の
各
個

の
福
利
よ
り
も
前
に
国
家
の
福
利
増
進
が
あ
り
、
そ
れ
へ
の
「
治
化
」
と
し
て

個
人
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
ス
マ
イ
ル
ス
は
逆
に
各
々
個
人
の

自
立
、
家
庭
の
形
成
が
先
に
あ
っ
て
そ
の
反
映
と
し
て
の
国
民
、
社
会
、
国
家

、
、
、
、

を
考
え
て
い
た
。
ま
た
中
村
訳
に
は
「
至
微
至
賤
の
民
と
い
え
ど
も
」
と
い
う

表
現
が
あ
る
が
、
ス
マ
イ
ル
ス
に
と
っ
て
は
、
そ
う
し
た
「
民
で
あ
る
が
た
め

に
」
こ
そ
国
政
は
存
在
す
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
村
の
「
家
」
概
念
で
は
、
家
庭
の
生
活
の
意
識
更
に
自
己
扶
助

の
意
識
（
自
己
扶
助
の
意
識
が
あ
る
か
ら
そ
れ
と
の
対
極
に
あ
る
公
共
扶
助
の

意
識
が
生
じ
る
）
は
異
っ
て
く
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
第
十
章
《
三
、
三
○
国
の
胃

房
巨
淵
四
目
シ
言
淵
一
『
を
を
と
り
あ
げ
る
。
原
文
で
、

の
一
目
〕
で
一
の
一
己
旦
巨
⑳
寺
門
望
四
ヨ
ユ
《
画
風
津
夛
ユ
崖
ｍ
ｏ
哺
四
門
弄
○
二
国
【
・
印
口
〕
四
戸
一
口
頤

画
ご
園
ロ
①
周
、
。
弓
。
【
。
『
Ｑ
一
コ
四
吋
望
夛
武
○
『
声
一
己
頤
哺
四
○
匡
岸
言
。
。
。
】
己
四
局
幽
威
ぐ
の
一
胃

一
目
Ｑ
①
℃
の
己
Ｑ
の
ヨ
ヘ
営
己
彦
厨
一
〕
５
画
ど
の
・
固
く
の
ご
画
き
○
局
床
一
己
函
目
〕
画
ぐ
ず
①
、
Ｐ

』
〕
同
。
ご
一
Ｑ
①
。
ゴ
の
ゑ
ユ
一
一
○
四
吋
①
【
巨
一
一
望
ゴ
匡
め
す
画
ご
邑
彦
一
切
局
①
⑳
○
厘
吋
。
①
妙
四
コ
Ｑ

葛
ｇ
ｏ
彦
吾
①
胃
奇
行
○
昌
汚
厨
具
巨
印
里
①
閉
の
×
℃
①
ご
忌
日
局
の
．
シ
言
の
己
国
昌

Ｇ

房
、
四
ぐ
①
局
目
印
。
〕
画
屋
。
】
四
庁
庁
①
亭
胃
①
（
《
ず
①
ｎ
ｏ
。
〕
儒
○
Ｈ
《
◎
吊
庁
壷
○
口
印
画
己
Ｑ
い
○
命

●

命
四
．
卦
｝
一
①
ｍ
Ｑ
①
ロ
の
ご
Ｑ
ゆ
匡
ロ
○
口
《
毒
の
己
吋
○
℃
の
門
の
己
の
ご
Ｑ
一
］
〕
ぬ
四
コ
・
印
四
ぐ
》
ご
函

●

○
開
で
①
ヨ
ョ
｝
の
り
胃
【
四
。
〕
四
コ
煙
一
一
○
塁
こ
め
（
ず
①
一
再
廷
①
己
の
ロ
ロ
］
の
妙
弄
彦
の

●

３
２
嚴
旦
三
ｍ
菌
己
君
○
房
．
８
巴
冒
○
員
旦
冨
ｍ
津
晶
①
厨
Ｉ

８
日
①
８
号
の
房
ｑ
ｌ
爵
８
．
８
日
①
夢
尉
葛
畠
目
Ｑ
２
日
①
ｇ
ｇ
ｌ

毎
①
デ
ミ
簿
｝
域
ご
ユ
《
ず
幽
弄
毒
一
切
｝
黙
①
一
ｍ
一
洋
二
①
託
四
一
の
の
Ｑ
四
ヶ
○
ぐ
①
。
ｐ
①
。
｛

口
】
の
門
①
画
ご
｝
。
】
鱒
一
・
吋
色
Ｑ
ｍ
の
局
琶
．
（
）
国
弄
彦
①
。
《
す
の
［
ず
四
国
Ｑ
、
一
【
壷
①
骨
幽
汽
①

●



ご
匡
庁
ウ
の
四
℃
『
○
烏
洋
画
ロ
一
①
毒
の
一
℃
の
Ｈ
ｏ
哺
○
へ
す
①
『
如
一
ロ
ゴ
一
ｍ
己
四
庁
彦
庁
壷
門
○
屋
、
ゴ

ー
（
ｍ
）

辱
哺
①
。

と
、
ス
マ
イ
ル
ス
が
わ
ず
か
な
金
銭
の
節
倹
が
千
万
の
家
族
の
安
楽
を
招
来

す
ゐ
事
を
説
く
部
分
が
あ
る
。
文
中
の
二
国
ｇ
①
胃
の
。
ｇ
①
ご
ご
や
二
言
印
日
画
１

国
８
冒
且
一
『
が
如
何
に
福
祉
に
意
味
が
あ
る
か
、
ま
た
そ
れ
を
中
村
が
如
何
に

訳
述
し
た
か
よ
り
も
、
こ
こ
で
は
ｌ
線
部
を
施
し
た
部
分
つ
ま
り
そ
う
し
た
自

立
に
努
め
る
過
程
で
何
を
そ
の
当
事
者
は
志
す
の
か
を
述
べ
た
部
分
を
対
比
し

て
み
る
。

中
村
は

（
か
く
せ
ば
、
平
日
安
聴
に
過
活
し
）
、
且
つ
後
来
の
掛
慮
も
な
か
る

べ
し
。
し
か
れ
ど
も
ま
た
こ
こ
に
着
眼
す
べ
き
こ
と
あ
り
。
日
工
の
業
を

な
す
も
の
と
い
え
ど
も
、
い
や
し
く
も
心
志
高
尚
に
し
て
、
塵
世
の
虚
栄

か
ろ

を
薄
ん
じ
、
来
生
の
真
福
を
望
み
、
自
己
を
利
す
る
を
務
め
ず
し
て
、
他

８
局
旦
号
の
ロ
ｇ
冒
厨
ｌ
ｇ
菖
届
８
日
の
葛
の
鼻
々
ご
ｇ
画
意
吊
胃

●

●

、
○
，
一
①
（
国
○
吋
色
目
』
邑
切
巨
吋
四
口
。
①
玲
匡
。
Ｑ
℃
○
《
ず
①
Ｈ
印
一
国
《
○
四
ｍ
固
く
』
ｐ
い
め

ず
四
邑
斥
、
四
口
ｇ
ｏ
ｏ
邑
或
Ｑ
一
己
、
弄
毒
①
Ｒ
①
⑳
庁
へ
○
面
厨
夕
ゞ
感
①
計
◎
ず
①
○
四
局
①
命
匡
］
一
ぐ０、

●

一
四
一
ｇ
ｏ
巨
戸
急
詳
彦
画
く
岸
①
葛
庁
○
骨
壷
の
○
○
樟
ご
【
○
目
色
ご
庁
目
。
里
ご
《
①
国
四
口
。
①

目
Ｑ
２
回
８
武
目
呉
三
⑳
曾
旦
毎
１
房
君
屋
８
目
鹸
且
号
呉
昏
尉

四
茸
①
国
威
◎
己
へ
○
ｍ
国
】
四
匡
冒
〕
色
茸
の
崗
切
ニ
ミ
ー
匡
四
ウ
ロ
ヨ
Ｑ
四
口
こ
ぐ
Ｈ
①
己
煙
昌
彦
一
再
国
、
』
国

●
、

●

』
ご
ｏ
Ｈ
の
四
留
己
頤
。
〕
の
画
ご
い
い
Ｈ
○
夢
『
冒
己
ｍ
ｎ
ｏ
目
縣
○
吋
庁
國
《
ず
。
『
ご
ｐ
色
ご
Ｑ
色
国
営
邑
旦

。
ｇ
ご
己
四
Ｈ
ｇ
ご
巴
ぐ
陣
①
の
陣
○
日
苛
四
耐
幽
の
８
房
の
哺
巨
冒
尉
①
．
シ
ご
旦

足

ｑ

弓
脇
冒
呂
弓
詳
’
四
嵐
邑
ａ

廟
四
三
召
○
吋
弄
一
ご
頤
目
冒
四
ロ
ゴ
四
ぐ
①
毒
一
ｍ
画
四
目
〕
ず
一
註
。
ご
画
ご
Ｑ
で
○
ｍ
ｍ
①
い
の
己
○
ゴ
ー

１
１

●

日
の
蔚
葛
ｏ
１
＆
く
つ
用
開
閉
５
畠
１
房
日
幽
冒
ｐ
ｇ
ｇ
辱
月
旨
匡
日
協
罵
．

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｉ

Ｏ
開
夛
召
①
囚
岸
ゴ
ニ
ミ
ゴ
一
○
画
【
画
尉
庁
時
四
コ
卯
○
の
邑
包
の
画
匡

（
Ｒ
ｕ
）

人
を
す
く
わ
ん
と
願
わ
ぱ
、
ま
た
必
ず
こ
れ
を
成
し
得
く
し
。

と
訳
し
て
い
る
。
原
文
に
は
「
塵
世
の
虚
栄
を
薄
ん
じ
、
来
生
の
真
福
を
望

玖
、
自
己
を
利
す
る
を
務
め
ず
」
と
い
う
表
現
は
な
い
。
原
文
で
は
「
労
働
者

が
高
い
欲
求
と
豊
か
な
精
神
（
こ
の
精
神
は
世
俗
的
な
富
の
総
体
に
ま
さ
る
一

つ
の
富
で
あ
る
が
）
を
更
に
有
し
た
な
ら
単
に
自
身
を
助
け
る
の
承
な
ら
ず
人

生
の
行
路
に
お
い
て
他
人
に
利
益
扶
助
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
の
で
あ

る
。
あ
く
ま
で
も
「
高
い
欲
求
」
（
閉
客
四
日
豆
号
ご
）
と
「
豊
か
な
精
神
」

（
固
の
言
①
印
の
冒
讐
弓
ご
と
が
同
時
的
に
併
存
し
現
実
の
生
活
の
中
で
利
益
を

更
に
招
来
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

中
村
訳
に
こ
う
し
た
ス
マ
イ
ル
ス
の
考
え
が
全
く
了
解
さ
れ
て
い
な
い
訳
で

は
な
い
が
、
原
文
に
な
い
意
を
か
な
り
な
省
略
を
こ
え
て
附
加
し
た
所
に
中
村

の
特
性
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
こ
の
節
の
最
初
で
述
べ
た
第
七
章
訳
述
の
傾
向
に
も
関
連
す

プ
（
》
Ｏ

彼
は
「
家
の
浮
沈
」
に
注
目
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
「
人
生
盛
衰
の
常
な
ら

ず
」
と
附
し
、
「
人
世
栄
貴
利
達
の
浮
寄
に
し
て
侍
む
に
足
ら
ざ
る
こ
と
こ
こ

に
お
い
て
見
る
べ
し
」
と
言
う
。

多
分
に
「
業
欲
」
を
抑
制
す
る
仏
教
的
色
彩
を
伴
っ
た
表
現
で
あ
る
。
（
中

村
が
儒
教
的
思
想
を
も
っ
て
ス
マ
イ
ル
ス
の
原
文
を
訳
述
し
た
と
い
う
先
学
の

（
７
）

指
摘
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
伝
統
的
仏
教
的
思
想
を
も
っ
て
訳
述
し
て
も
い
る
と

つ
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

仏
教
的
色
彩
を
有
し
経
済
的
自
立
を
し
や
が
て
「
家
」
を
形
成
す
る
伝
統
的

（
８
）

な
思
想
の
典
型
を
十
七
世
紀
『
長
者
教
』
の
内
容
に
求
め
た
事
が
あ
る
。
そ
こ

●
●

で
は
鎌
田
屋
、
那
波
屋
、
泉
屋
三
長
者
の
自
立
が
説
か
れ
段
階
的
に
泉
屋
に
至

一
ハ
ー
ニ



っ
て
自
立
を
完
成
さ
せ
る
構
成
で
あ
っ
た
。
最
終
泉
屋
の
思
想
は
鎌
田
屋
↓
那

波
屋
と
形
成
し
た
金
銭
の
蓄
積
を
受
け
、
如
何
に
し
て
「
た
く
わ
え
」
を
増
大

さ
せ
る
か
と
い
う
よ
り
も
、
す
で
に
「
た
く
わ
え
」
ら
れ
て
い
る
富
を
「
ゑ
た

り
に
つ
か
ふ
ゆ
へ
に
他
の
た
く
わ
え
ほ
し
く
」
な
る
業
欲
を
戒
め
て
い
た
。
こ

の
『
長
者
教
』
は
重
版
を
重
ね
幕
末
に
至
る
が
、
そ
の
間
こ
の
泉
屋
の
「
心
を

も
つ
お
も
む
き
」
が
深
化
し
て
い
く
。
つ
ま
り
個
人
の
「
心
を
も
つ
お
も
む

ヨ
ワ
タ
リ

き
」
か
ら
「
世
間
」
集
団
（
他
者
と
の
関
係
）
の
中
で
の
「
生
活
の
徳
」
が
説

か
れ
る
。
こ
こ
に
江
戸
時
代
版
自
己
扶
助
と
他
者
へ
の
扶
助
の
精
神
が
在
っ
た

が
、
こ
の
思
想
は
結
局
「
国
家
の
つ
い
え
を
お
も
へ
る
つ
ま
し
き
道
」
に
通
じ

（
ｎ
コ
）

て
い
た
。
中
村
が
直
接
に
『
長
者
教
』
に
影
響
さ
れ
た
か
否
か
定
か
で
な
い
が

中
村
的
な
致
富
と
自
立
、
家
と
他
者
へ
の
扶
助
の
未
分
化
の
思
想
は
多
分
に
伝

統
的
概
念
の
中
に
在
っ
た
事
だ
け
は
明
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
「
国

家
の
つ
い
え
を
お
も
へ
る
つ
ま
し
き
道
」
は
そ
の
中
に
家
た
る
私
的
扶
助
を
包

摂
し
、
更
に
親
族
相
互
扶
助
を
も
「
家
」
に
強
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
中
村
訳
の
後
、
明
治
三
十
九
年
畔
上
賢
造
に
よ
っ
て
中
村
訳
を
直
接
に

の
り
越
え
る
前
提
と
し
て
ス
マ
イ
ル
ス
の
原
文
は
改
訳
さ
れ
て
い
く
。
次
に
こ

の
点
を
考
え
て
承
る
。

注

（
１
）
本
稿
で
は
昭
和
二
年
刊
『
西
国
立
志
編
』
博
文
館
本
を
底
本
と
し
た

最
新
版
『
西
国
立
志
編
』
講
談
社
昭
五
六
を
引
用
し
た
。
こ
れ
は
便

宜
的
に
使
用
し
た
訳
で
あ
る
が
、
訳
語
に
つ
い
て
は
初
版
本
と
対
比
確

認
し
た
。
四
六
三
頁
’
四
六
五
頁
。

（
２
）
前
掲
原
本
三
五
頁
’
五
七
頁
。

（
３
）
同
右
三
八
頁
’
三
九
頁
。

三
、
畔
上
賢
造
訳
『
自
助
論
』
に
お
け
る
「
家
庭
」

あ
ぜ
が
承

畔
上
賢
造
（
一
八
八
四
’
一
九
三
八
）
は
明
治
三
十
九
年
一
月
ス
マ
イ
ル

ス
の
『
自
助
論
』
を
翻
訳
し
出
版
す
る
が
、
そ
の
序
文
で
次
の
如
く
記
し
て
い

プ
（
》
Ｏ

セ
ル
フ
へ
ル
プ

ス
マ
イ
ル
ス
氏
の
四
大
著
書
の
中
、
『
自
助
論
』
は
最
も
有
名
な
る
も

の
、
実
に
世
界
不
朽
の
大
著
に
し
て
其
価
値
は
普
く
人
の
知
る
所
な
り
。

我
国
既
に
中
村
正
直
博
士
の
訳
あ
り
。
『
西
国
立
志
編
』
と
名
け
て
当
年

の
読
書
界
を
風
蕊
し
、
今
も
猶
坊
間
に
あ
り
て
之
を
読
む
も
の
絶
え
ず
。

以
て
日
本
文
学
の
宝
庫
の
一
座
位
を
占
め
た
り
。
但
先
生
の
文
今
に
於
て

之
を
読
む
梢
々
漢
文
調
に
偏
し
て
、
現
代
青
年
の
甚
だ
了
解
に
苦
む
所
、

為
め
に
金
玉
の
文
字
も
住
々
に
し
て
興
味
の
索
然
た
る
も
の
あ
り
。
且
つ

（
４
）
前
掲
『
西
国
立
志
編
』
六
四
頁
’
六
五
頁
。

（
５
）
前
掲
原
本
二
九
四
頁
’
二
九
五
頁
。

（
６
）
前
掲
「
西
国
立
志
編
』
三
八
八
頁
’
三
八
九
頁
。

（
７
）
明
治
期
に
お
け
る
北
村
透
谷
『
明
治
文
学
管
見
』
、
大
正
期
に
お
け

る
徳
富
蘇
峰
『
大
正
期
の
青
年
と
帝
国
の
前
途
』
、
更
に
は
前
掲
前
田

愛
氏
、
高
橋
昌
郎
氏
論
考
。

（
８
）
拙
著
『
日
本
生
活
思
想
史
序
説
』
ペ
リ
か
ん
社
十
九
頁
’
二
九

頁
。
な
お
こ
の
十
七
世
紀
初
頭
の
仮
名
草
子
に
表
わ
れ
た
思
想
は
明
治

開
化
期
田
口
卯
吉
『
日
本
開
化
小
史
』
に
も
通
ず
る
内
容
を
有
し
て
い

る
点
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
９
）
同
右
三
二
頁
。
同
じ
く
『
長
者
教
』
の
長
者
讃
を
も
つ
『
為
愚
痴
物

語
』
「
つ
い
え
を
お
も
う
大
福
長
者
の
事
」
か
ら
引
用
し
た
。
『
長
者

、
、

、
、

教
』
的
私
の
利
徳
が
「
国
の
利
徳
」
に
包
摂
さ
れ
る
過
程
を
指
摘
し
て

い
る
。

六
四



先
生
の
訳
文
は
原
文
の
意
を
略
し
た
る
所
甚
だ
多
き
を
以
て
吾
人
は
甚
だ

之
を
遺
憾
と
し
、
別
に
新
に
『
自
助
論
』
を
今
日
の
時
文
に
翻
訳
し
て
解

読
に
易
か
ら
し
め
、
且
つ
先
生
の
略
せ
ら
れ
た
る
所
を
補
は
ん
と
す
。
…

（
９
１
）

想
は
即
ち
ス
マ
イ
ル
ス
先
生
其
儘
を
伝
へ
得
て
大
過
な
し
と
信
ず
。

明
き
ら
か
に
中
村
訳
の
不
備
を
補
い
原
著
者
ス
マ
イ
ル
ス
の
思
想
の
ま
ま
を

伝
え
よ
う
と
す
る
態
度
を
表
明
し
て
い
る
。

で
は
畔
上
は
国
○
日
の
に
関
し
て
如
何
に
訳
述
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

前
節
で
原
文
第
十
二
章
の
冒
頭
部
分
を
中
村
訳
と
対
比
し
た
の
で
、
同
じ
部

分
を
畔
上
が
如
何
に
訳
述
し
た
か
を
ま
ず
考
え
て
ゑ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

實
例
は
人
を
教
ふ
る
に
舌
を
以
て
せ
ざ
れ
ど
も
最
も
重
要
な
る
教
育
者

、
、
、
、
０
０
０
○
○
０
０
０
０
０
０
０
０
○
○
Ｏ
Ｃ
０
０
Ｏ
Ｏ
○
○

の
一
な
り
、
実
例
は
人
類
の
實
践
學
校
な
り
其
活
動
は
實
行
を
以
て
す
、

０
０
○
○
０
０
○
０
○
○
○
○
０
０
○
○
０
０
○
○

而
し
て
實
行
は
言
語
よ
り
も
更
に
力
強
き
も
の
な
り
教
訓
は
吾
人
に
道
を

示
す
な
ら
ん
、
然
れ
ど
も
吾
人
を
進
ま
し
む
る
も
の
は
寂
と
し
て
連
續

し
、
習
慣
に
依
り
て
吾
人
に
來
り
、
實
に
吾
人
と
共
に
住
す
る
不
断
の
實

例
な
り
、
善
き
忠
言
は
債
値
あ
り
、
然
れ
ど
も
善
き
實
例
の
之
れ
に
伴
ふ

こ
と
な
け
れ
ば
、
其
感
化
力
は
比
較
的
に
小
な
り
、
俗
諺
に
所
謂
『
余
の

言
ふ
如
く
爲
せ
、
余
の
爲
す
ご
と
く
爲
す
な
か
れ
』
と
は
、
人
生
の
實
際

經
瞼
に
於
て
は
、
正
當
な
ら
ざ
る
を
知
る
。

耳
に
依
り
て
學
ぷ
よ
り
は
、
眼
に
依
り
て
學
ぷ
方
易
し
、
人
皆
多
少
に

拘
は
ら
ず
此
傾
向
あ
り
、
實
際
見
た
る
こ
と
は
、
里
に
請
承
又
聞
き
た
る

こ
と
よ
り
も
其
印
象
遙
に
大
な
り
、
少
年
青
年
の
時
は
、
眼
が
知
識
の
重

な
る
入
口
な
る
を
以
て
、
此
事
殊
に
然
り
、
小
児
は
其
見
た
る
所
を
不
知

不
識
の
間
に
眞
似
る
も
の
な
り
、
彼
等
は
知
ら
ず
し
て
周
園
の
人
に
似
る

に
至
る
、
恰
も
昆
虫
が
共
食
す
る
木
の
葉
と
同
色
を
帯
ぶ
る
が
如
し
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

故
に
家
庭
教
育
の
重
要
測
り
知
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

學
校
の
効
力
如
何
に
も
あ
れ
、
家
庭
に
於
け
る
實
例
が
未
來
の
成
年
成

、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

女
（
今
の
少
年
少
女
）
の
人
格
を
形
成
す
る
に
至
大
の
影
響
あ
る
な
り
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

家
庭
は
肚
會
の
結
晶
な
り
國
民
品
性
の
核
子
な
り
。
之
を
源
と
し
て
（
純

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

粋
に
せ
よ
、
汚
れ
た
る
に
せ
よ
）
、
公
生
涯
、
私
生
涯
を
支
配
す
る
習
慣

、
、
、
、
、
、
、
、
０
○
○
０
０
Ｏ
◎
○
○
０
０
０
０
０
０
０
０

主
義
格
言
等
發
生
す
。
輿
論
そ
の
も
の
は
、
多
く
は
家
庭
よ
り
出
て
し
も

○
０
０
０
０
◎
０
○
○
○
○
Ｏ
Ｏ

の
最
上
の
博
愛
は
艫
邊
よ
り
來
る
。
パ
ー
ク
曰
ひ
ぬ
『
耐
會
に
於
て
吾
人

の
属
す
る
小
隊
を
愛
す
る
は
、
凡
て
の
公
共
的
博
愛
事
業
の
萌
芽
な
り
』

と
。
此
小
中
心
鮎
よ
り
人
間
の
同
情
は
四
方
に
波
及
し
つ
些
進
ゑ
て
遂
に

は
世
界
を
蔽
ふ
に
至
る
。
實
に
眞
の
博
愛
は
慈
善
と
等
し
く
家
庭
よ
り
始

ま
る
、
而
し
て
家
庭
だ
け
に
て
止
ま
る
こ
と
は
、
決
し
て
こ
れ
な
ぎ
な

（
２
）

恥
叩
／
Ｏ

原
文
の
函
○
日
①
は
明
確
に
「
家
庭
」
、
ざ
ｇ
①
ｑ
は
「
社
会
」
と
訳
さ
れ
、

ロ
○
日
の
農
。
耳
四
目
品
は
「
家
庭
教
育
」
、
冒
三
の
四
廟
の
昌
○
弓
は
「
公
共
的

博
愛
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

中
村
の
訳
し
た
「
家
」
と
か
「
家
裡
」
と
い
う
用
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
単
に
訳
語
上
の
相
異
で
な
く
、
そ
の
前
提
と
な
る
思
想
の
異
り
を
示

す
。
中
村
が
「
家
」
と
訳
し
た
に
は
、
前
節
で
述
べ
た
如
く
「
家
国
同
こ
と

い
う
考
え
が
あ
り
、
「
邦
国
公
同
」
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
畔

上
は
明
確
に
「
家
」
と
「
国
」
、
「
邦
国
」
と
「
世
界
」
を
同
一
視
し
な
い
。

こ
こ
に
は
個
人
の
集
合
た
る
「
家
庭
」
「
家
庭
」
の
集
合
た
る
「
社
会
」
が
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
「
個
人
」
と
い
う
小
点
が
「
世
界
」
の
人
間
（
人
類
）
に
連

関
し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
原
文
の

蜀
円
○
口
〕
言
酉
厨
一
詳
匡
の
、
の
己
言
『
巴
め
っ
○
《
〈
す
の
壷
ロ
ロ
〕
色
冒
ｍ
琶
口
〕
で
四
《
ず
扇
印
。
〕
四
胃

六
五



の
×
《
の
ご
Ｑ
一
コ
國
己
①
ぐ
①
Ｒ
ダ
ミ
ー
Ｑ
①
。
－
．
ｍ
○
一
吋
○
一
の
、
巨
邑
嘩
一
《
毒
の
写
ご
○
ユ
Ｑ
一
切

の
。
〕
ご
局
四
○
①
Ｑ
・

を
畔
上
は
、

此
小
中
心
点
よ
り
人
間
の
同
情
は
四
方
に
波
及
し
つ
つ
進
み
て
、
遂
に
は

世
界
を
蔽
ふ
に
至
る
。

と
訳
す
の
で
あ
る
。

次
に
こ
れ
ま
た
前
節
で
と
り
あ
げ
た
第
十
章
の
節
倹
と
貯
蓄
と
他
人
扶
助
の

部
分
を
考
え
て
み
る
。
畔
上
は
、

（
資
産
を
増
し
、
家
庭
の
便
安
を
増
し
）
心
は
未
来
の
掛
念
よ
り
悲
し

む
こ
と
な
き
に
至
る
べ
し
。
若
し
労
働
者
に
し
て
高
き
欲
求
と
豊
富
な
る

精
神
を
持
た
ぱ
、
（
こ
れ
実
に
総
て
の
世
間
的
財
宝
を
遙
に
超
ゆ
る
富
な

り
）
単
に
自
身
を
助
け
得
る
の
み
な
ら
ず
人
生
の
行
路
に
お
い
て
他
人
の

（
＠
Ｊ
）

利
益
輔
助
を
与
ふ
る
を
得
く
し
。

と
訳
す
。
こ
こ
で
は
労
働
者
の
各
々
の
家
庭
の
便
安
と
そ
の
生
活
の
安
定
が

説
か
れ
、
更
に
そ
う
し
た
労
働
者
の
集
団
に
拡
っ
て
い
く
精
神
的
連
帯
が
結
局

は
公
的
扶
助
に
関
係
す
る
こ
と
を
見
抜
い
て
い
る
。

中
村
は
労
働
者
言
○
吋
翫
品
日
ｇ
）
や
労
働
者
階
級
（
君
。
『
嵐
届
。
毎
ｍ
ｍ
）
を

「
日
工
の
業
を
な
す
者
」
と
訳
し
て
い
る
。
中
村
が
「
労
働
者
」
と
い
う
用
語

を
用
い
ず
「
日
工
の
業
を
な
す
者
」
と
訳
し
た
事
は
用
語
上
の
表
現
を
こ
え
て

そ
の
前
提
に
も
っ
て
い
た
思
想
の
異
り
を
示
し
て
い
る
。
畔
上
が
弓
日
置
品

（
４
畳
）

の
盲
朋
を
全
て
「
労
働
者
階
級
」
と
訳
し
た
の
は
不
特
定
多
数
に
現
実
に
出
現
し

て
い
る
英
国
で
の
「
労
働
者
」
の
集
団
に
対
す
る
精
神
的
連
帯
と
向
上
を
ス
マ

イ
ル
ス
が
説
い
た
と
同
じ
意
識
に
お
い
て
把
え
て
い
た
証
左
な
の
で
あ
る
。

こ
の
点
か
ら
更
に
畔
上
は
ス
マ
イ
ル
ス
の
理
想
と
す
る
人
類
の
福
祉
と
い
う

考
え
に
及
ん
で
い
く
。

原
文
第
十
章
の
終
り
の
部
分
を
と
り
あ
げ
て
ゑ
る
。

目
Ｊ
き
め
己
。
湧
吊
Ｒ
ｃ
哺
目
〕
○
国
の
胃
］
印
○
ご
庁
琶
①
夛
武
彦
。
］
①
◎
ぐ
①
Ｈ
１
め
い
夢
『
ご
画
庁
の
二
・

、
局
画
の
、
『
①
働
詳
①
印
弄
《
ご
一
国
頤
ｍ
夛
激
ゴ
ー
○
ゴ
ゴ
“
く
め
ず
①
①
冒
旦
○
国
の
｛
○
門
芹
す
の
夛
激
○
ユ
・

毒
画
く
①
己
○
許
す
①
の
ヨ
四
○
○
．
目
〕
己
屋
の
ぎ
の
Ｑ
ご
く
国
○
ず
。
］
の
ご
』
己
○
吋
ず
宮

の
ロ
ゥ
印
○
国
℃
嘩
○
ｐ
辱
い
庁
、
、
彦
巨
庁
ご
望
【
国
の
ロ
函
の
弓
の
局
四
一
胃
○
昂
、
『
ご
画
室
己
①
○
屋
ｌ

ご
一
色
門
冒
邑
〕
①
四
ご
ゆ
。
、
壷
吋
一
ｍ
陣
四
国
庁
琶
写
ご
煙
の
己
吋
○
℃
四
ｍ
四
《
の
ｇ
ｏ
ぐ
の
局
ゴ
画
鹿
弄
写
①

尹
己
ユ
Ｑ
す
ぐ
『
ど
の
己
。
｛
庁
壺
の
石
○
．
門
①
切
言
９
画
め
い
。
（
、
）

労
働
者
階
級
の
生
活
の
形
成
と
精
神
的
向
上
を
説
く
ス
マ
イ
ル
ス
は
更
に
そ

の
行
動
を
人
類
社
会
の
た
め
に
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

こ
の
部
分
を
中
村
は
、

世
人
、
金
銭
の
威
徳
を
重
ん
ず
る
こ
と
、
分
外
に
踊
え
た
り
。
け
だ
し
世

界
の
間
、
大
事
業
を
成
就
せ
る
も
の
は
、
富
人
に
よ
る
に
あ
ら
ず
、
化
縁

簿
に
よ
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
特
に
小
々
な
る
資
産
の
人
に
よ
る
こ
と
な

り
。
上
帝
道
の
流
播
す
る
こ
と
、
い
ま
地
球
の
半
ば
に
及
く
り
。
し
か
る

（
６
）

に
、
こ
れ
を
弘
む
る
も
の
は
み
な
極
貧
の
人
な
り
。

と
訳
し
、
畔
上
は
、

大
体
に
於
て
金
銭
の
力
は
過
重
せ
ら
る
。
社
会
人
道
の
た
め
に
為
さ
れ
た

る
最
大
事
は
富
人
の
為
せ
し
所
に
も
あ
ら
ず
、
又
寄
附
金
醗
集
に
依
り
て

為
せ
し
所
に
も
あ
ら
ず
。
常
に
資
財
少
き
も
の
Ｌ
為
す
所
な
り
き
。
基
督

（
ワ
ｊ
）

教
は
実
に
最
貧
の
人
々
に
依
り
て
地
球
の
半
分
に
伝
播
せ
り
。

と
訳
し
て
い
る
。
中
村
に
は
「
邦
国
公
同
」
が
「
世
界
」
で
あ
っ
た
と
先
述

し
た
が
、
こ
こ
で
ご
弓
胃
腎
①
具
①
切
兵
冨
冒
鴨
二
は
か
か
る
国
家
間
の
大
事
業

と
さ
れ
て
い
る
。
畔
上
は
「
社
会
人
道
の
た
め
に
な
さ
れ
た
る
最
大
事
」
と
し

一
ハ
ー
ハ



て
貧
民
の
自
助
的
精
神
活
動
を
と
ら
え
、
そ
の
精
神
的
結
び
手
と
し
て

ご
・
胃
曹
国
国
辱
二
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
更
に
ス
マ
イ
ル
ス
が
こ
の
章
の
結
び
で
強
調
す
る
こ
胃
５
吋

（
８
）

の
ｇ
耐
ｑ
二
と
い
う
部
分
の
訳
述
に
お
い
て
も
承
ら
れ
る
相
異
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
中
村
は
彼
の
訳
語
上
数
少
な
い
例
と
し
て
こ
の
部
分
に
「
朋
友
社

会
」
と
い
う
用
語
を
用
い
「
朋
友
社
会
の
中
に
入
る
」
と
訳
し
、
「
仁
善
の
心

（
９
）

あ
る
」
「
真
実
の
行
い
あ
る
」
人
が
こ
こ
で
「
貴
重
せ
ら
る
る
」
と
い
う
。
畔

上
は
、

交
際
社
会
に
て
敬
重
せ
ら
る
る
に
は
心
、
挙
動
、
心
情
等
に
関
す
る
諸
機

（
叩
）

能
を
有
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

と
訳
し
、
原
文
の
示
す
人
類
社
会
の
福
祉
に
連
な
る
共
感
的
精
神
世
界
の
形

成
を
受
け
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
て
ゑ
る
と
畔
上
訳
あ
た
り
で
ス
マ
イ
ル
ス
の
思
想
は
ほ
ぼ
訳
者
自
身
の
言

の
如
く
忠
実
に
受
容
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

畔
上
の
訳
の
後
、
大
正
元
年
小
山
内
薫
・
中
村
徳
助
共
訳
に
よ
る
『
自
助

論
』
が
出
版
さ
れ
る
。
こ
の
書
は
序
文
で
「
元
文
の
梯
を
諄
髭
せ
し
む
る
に
止

（
ｕ
）

ま
る
を
遺
憾
と
す
」
と
意
訳
を
な
し
た
と
言
っ
て
い
る
。
そ
の
意
訳
の
特
色
は

第
一
章
の
有
名
な
冒
頭
の
部
分
を
比
較
す
れ
ば
判
明
す
る
。

畔
上
訳
で
は

「
天
は
自
ら
助
く
る
も
の
を
助
く
」
こ
は
実
験
に
よ
り
て
正
確
疑
ふ
く
か

ら
ざ
る
格
言
に
し
て
、
語
短
な
り
と
雌
も
、
尤
然
た
る
人
間
経
験
の
結
果

（
皿
）

を
体
現
し
尽
し
て
余
穂
な
し
。

と
い
う
訳
を
つ
け
て
い
る
が
、
小
山
内
・
中
村
（
徳
）
共
訳
本
で
は
、

「
神
様
は
他
人
の
力
を
借
り
な
い
で
独
力
で
稼
い
で
行
く
人
に
幸
す
る
」

と
云
う
格
言
は
簡
単
に
し
て
且
つ
適
格
な
言
葉
で
あ
る
。

と
訳
し
て
い
る
。
前
者
の
逐
語
訳
で
し
か
も
硬
い
文
体
に
対
し
て
後
者
は
平
易

な
軟
い
文
体
で
大
意
を
伝
達
す
る
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
十
章

の
冒
頭
部
分
に
な
る
と
奇
妙
な
現
象
を
示
す
。

畔
上
訳
で
、

人
が
金
銭
を
取
扱
ふ
仕
方
ｌ
即
ち
之
を
儲
け
、
之
を
貯
へ
、
之
を
費
す

や
り
ノ
、
ち

遣
口
Ｉ
を
見
る
は
、
其
人
が
實
行
的
知
識
の
加
何
を
知
る
最
良
の
法
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

り
。
金
銭
を
以
て
人
生
の
主
要
な
る
一
目
的
と
な
す
は
決
し
て
正
常
な
ら

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ず
と
雛
も
金
銭
は
身
鵲
の
便
安
と
吐
會
の
安
寧
と
を
計
る
方
法
と
な
る
こ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
大
に
し
て
決
し
て
哲
學
的
輕
蔑
を
な
す
べ
き
鎖
細
の
物
に
あ
ら
ず
。
ま

こ
と
に
人
性
の
最
美
な
る
性
能
に
し
て
、
金
銭
の
正
用
と
密
接
に
關
係
す

る
も
の
あ
り
、
例
へ
ぱ
寛
大
、
正
直
、
誠
實
、
犠
牲
の
精
紳
及
び
勤
倹
豫

備
の
實
際
道
徳
の
如
き
是
な
り
。
之
に
反
し
て
、
不
正
な
る
金
錨
の
慾
を

抱
く
も
の
は
、
右
等
性
能
の
反
對
な
る
貧
埜
詐
偽
不
正
、
私
慾
等
を
あ
ら

は
す
。
又
其
資
財
を
誤
用
し
濫
用
す
る
も
の
は
、
不
勤
倹
、
著
侈
、
不
用
意

等
の
悪
徳
を
あ
ら
は
す
、
さ
れ
ば
ヘ
ン
リ
ー
・
テ
ー
ラ
ー
は
、
其
思
考
深

○
Ｏ
Ｏ
◎
０
Ｏ

き
書
『
人
生
の
註
解
』
に
於
て
名
言
を
吐
い
て
曰
く
『
金
を
儲
け
、
貯

○
０
０
０
．
０
０
０
０
０
０
Ｏ
○
０
０
０
０
０
０
０
０

へ
、
費
し
、
與
へ
、
取
り
、
貸
し
、
借
り
、
遺
す
こ
と
の
正
し
き
人
は
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
（
画
）

完
全
な
る
人
と
思
ひ
て
大
差
な
か
ら
ん
』
と
。

と
な
っ
て
い
る
部
分
を
小
山
内
・
中
村
（
徳
）
共
訳
本
で
は

ひ
と
き
ん
ぜ
ん
と
り
あ
つ
か
し
か
た
す
な
は
こ
れ
も
う
こ
れ
七
く
は
こ
れ

人
が
金
銭
を
取
扱
ふ
仕
方
ｌ
即
ち
之
を
儲
け
之
を
貯
へ
之
を

つ
ひ
や
や
り
く
ら
理
そ
の
ひ
と
じ
つ
か
５
て
き
ち
し
ぎ
い
か
ん
し
さ
、
、

費
す
遣
口
ｌ
を
見
る
は
其
人
が
實
行
的
智
識
の
如
何
を
知
る
最

り
や
弓
は
ふ
き
ん
せ
ん
も
つ
じ
ん
せ
い
し
池
え
う
も
く
て
き

良
の
法
な
り
、
金
凌
を
以
て
人
生
の
主
要
な
る
一
目
的
と
な
す
は

け
つ
せ
い
た
う
い
へ
ど
き
ん
せ
ん
し
ん
た
い
ほ
あ
ん
し
ゃ
く
お
い
ち
ん

決
し
て
正
常
な
ら
ず
と
錐
も
金
銭
は
身
禮
の
保
安
と
祓
會
の
安

六
七



ね
い
ば
か
ほ
う
は
ふ
だ
い
け
つ
て
つ
が
く
て
き
け
い
く
つ

寧
と
を
計
る
方
法
と
な
る
こ
と
大
に
し
て
決
し
て
哲
學
的
輕
蔑
を
な

糞
》
さ
い
も
の
じ
ん
せ
し
さ
い
び
せ
い
の
う

す
く
ぎ
鎖
細
の
物
に
あ
ら
ず
、
ま
こ
と
に
人
性
の
最
美
な
る
性
能
に
し

き
ん
せ
ん
り
ょ
う
ゑ
つ
せ
つ
く
わ
ん
け
い
た
と
く
わ
ん
だ
い

て
金
銭
の
利
用
と
密
接
に
關
係
す
る
も
の
あ
り
例
へ
ぱ
寛
大
、

し
や
う
ぢ
き
せ
い
じ
つ
ぎ
せ
い
せ
い
し
ん
お
よ
き
ん
け
ん
よ
び
じ
つ
さ
い
だ
う
と
く
ご
と

正
直
、
誠
實
、
犠
牲
の
精
祁
及
び
勤
倹
豫
備
の
實
際
道
徳
の
如
き

こ
れ
と
れ
は
ん
ふ
せ
い
芦
ん
せ
ん
よ
く
い
だ
み
ぎ
ら
せ
い
の
う

是
な
り
、
之
に
反
し
て
不
正
な
る
金
鐵
の
慾
を
來
く
も
の
は
右
等
性
能

は
ん
た
い
ど
ん
ら
ん
さ
ぎ
ふ
せ
い
し
よ
く
と
う
ま
た
そ
の
し
ざ
い
ど

の
反
對
な
る
貧
埜
詐
偽
不
正
、
私
慾
等
を
あ
ら
は
す
又
其
資
財
を
誤

よ
う
ら
ん
よ
う
ふ
き
ん
け
ん
し
や
し
ふ
よ
う
い
と
う
あ
く
と
く

用
し
濫
用
す
る
も
の
は
不
勤
倹
、
著
侈
、
不
用
意
等
の
悪
徳
を
あ
ら
は

そ
の
し
り
よ
ふ
か
し
よ
じ
ん
せ
い
ち
う
か
い

す
、
さ
れ
ば
ヘ
ン
リ
ー
テ
ー
ラ
ー
は
其
思
慮
深
き
書
『
人
生
の
註
解
』

お
い
め
い
げ
人
は
い
は
か
ね
も
う
た
く
は
つ
ひ
や
あ
た
と
か
か

に
於
て
名
言
を
吐
い
て
曰
く
金
を
儲
け
貯
へ
費
し
與
へ
取
り
貸
し
借

の
こ
た
入
ひ
と
く
わ
ん
ぜ
ん
ひ
と
お
も
た
い
さ

り
遣
す
こ
と
の
正
し
き
人
は
完
全
な
る
人
と
思
ひ
て
大
差
な
か
ら
ん

（
Ｍ
）

，
〆
」
Ｏ

と
訳
し
、
前
者
の
「
便
安
」
を
「
保
安
」
に
、
「
正
用
」
を
「
利
用
」
に
換

え
た
だ
け
で
全
く
後
者
は
前
者
の
訳
文
の
ま
ま
で
あ
る
。
し
か
も
文
体
は
畔
上

（
暇
）

本
の
硬
い
直
訳
体
で
あ
る
。

こ
の
奇
妙
な
原
因
が
何
に
基
く
の
か
は
と
も
角
と
し
て
、
畔
上
訳
の
影
響
が

か
く
も
大
き
か
っ
た
と
い
う
例
文
と
し
て
お
く
。
つ
ま
り
、
畔
上
賢
造
の
原
文

の
再
訳
あ
た
り
で
ス
マ
イ
ル
ス
の
精
神
は
ほ
ぼ
日
本
に
全
面
的
に
受
容
さ
れ
、

特
に
「
家
庭
」
の
概
念
が
明
確
に
受
け
と
め
ら
れ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

注

（
１
）
内
外
出
版
協
会
明
治
三
十
九
年
四
月
上
巻
発
行
、
後
合
本
発
行
一
頁

’
二
頁
。

（
２
）
同
右
五
八
○
頁
’
五
八
二
頁
。

（
３
）
同
右
四
九
四
頁
’
四
九
五
頁
。

（
４
）
例
え
ば
同
右
五
一
四
頁
で
は
、
「
貴
族
階
級
（
労
働
階
級
に
対
し
て

六
八

広
義
に
云
ふ
）
に
勝
る
利
便
な
り
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
又
「
労
働

者
の
道
徳
的
能
力
」
と
か
「
身
体
的
労
働
に
智
的
修
養
を
加
へ
」
等
の

表
現
を
用
い
て
い
る
。

（
５
）
前
掲
原
文
二
九
九
頁
。

（
６
）
前
掲
中
村
訳
本
三
九
五
頁
。

（
７
）
前
掲
畔
上
本
五
○
二
頁
。

（
８
）
前
掲
ス
マ
イ
ル
ス
原
文
三
○
一
頁
。

（
９
）
前
掲
中
村
訳
本
三
九
八
頁
。

（
蛆
）
前
掲
畔
上
本
五
○
六
頁
。

（
Ⅲ
）
賀
集
文
楽
堂
大
正
六
年
一
頁
。

（
岨
）
前
掲
畔
上
本
一
頁
。

（
Ｂ
）
同
右
四
六
八
頁
’
四
六
九
頁
。

（
Ｍ
）
前
掲
文
楽
堂
本
四
一
二
頁
。

（
妬
）
な
お
小
山
内
・
中
村
共
訳
本
は
第
十
章
を
も
っ
て
終
り
、
あ
と
の
重

要
な
章
を
欠
い
て
い
る
。

四
、
『
自
助
論
』
翻
訳
過
程
に
ゑ
る
国
◎
ョ
①
概
念
展
開
の
意
味

以
上
中
村
正
直
訳
と
畔
上
賢
造
訳
と
の
間
に
み
ら
れ
る
「
家
」
概
念
と
「
家

庭
」
概
念
の
相
異
は
思
想
史
上
如
何
な
る
意
味
を
呈
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う

か
。

少
な
く
と
も
意
味
を
考
察
す
る
上
で
二
つ
の
側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
で
あ
る
。
一
つ
は
訳
者
中
村
正
直
と
畔
上
賢
造
の
有
す
る
個
人
的
思
想
の
相

異
と
い
う
面
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
訳
述
し
た
時
代
の
一
般
的
思
想
傾
向
（
時

代
思
潮
）
の
相
異
と
い
う
面
で
あ
る
。

先
学
に
よ
り
前
者
の
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
あ
る
程
度
着
手
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
中
村
正
直
に
関
し
て
は
昌
平
塁
教
授
以
来
の
儒
教
的
素
養
の
「
適

（
１
１
）

用
」
を
も
っ
て
『
自
助
論
』
を
訳
述
し
た
と
い
う
指
摘
な
ど
が
こ
れ
に
当
る
。



し
か
し
、
こ
の
側
面
に
お
い
て
も
内
村
鑑
三
門
下
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
つ

（
○
色
）

た
畔
上
賢
造
と
の
対
比
な
ど
行
な
わ
れ
て
は
い
な
い
。
両
者
の
個
人
的
思
想
が

如
何
に
訳
述
に
反
映
し
て
い
る
か
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
こ
の
点
は
別
の
機

会
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
時
代
的
思
想
傾
向
の
側
面
を
と
り
あ
げ
て

ゑ
る
。自

助
の
精
神
が
教
育
と
深
い
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
ス
マ
イ
ル
ス
の
思

想
に
も
み
ら
れ
た
が
、
中
村
正
直
が
『
西
国
立
志
編
』
を
翻
訳
し
た
明
治
四
年

は
翌
年
文
部
省
が
近
代
教
育
の
出
発
点
と
し
て
の
「
学
制
」
発
布
の
準
備
を
行

っ
て
い
た
年
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
「
学
制
」
で
は
．
般
の
人
民
必
ず
邑
に

不
学
の
戸
な
く
家
に
不
学
の
人
な
か
ら
し
め
ん
事
を
期
す
」
と
明
示
し
、
「
戸
」

と
「
家
」
を
母
体
に
し
た
自
立
を
定
め
た
。
当
初
こ
の
「
学
制
」
に
よ
り
開
設

さ
れ
た
小
学
校
の
教
科
書
と
し
て
『
西
国
立
志
編
』
は
「
学
問
の
す
す
め
』
と

（
３
）

共
に
使
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
自
由
民
権
運
動
の
激
化
、
そ
れ
に
対
す
る
明
治
十

三
年
「
文
部
省
布
達
」
に
よ
っ
て
両
書
は
教
科
書
か
ら
は
ず
さ
れ
た
。
同
十
三

年
に
「
改
正
教
育
令
」
、
更
に
十
四
年
「
小
学
校
教
員
心
得
」
を
発
布
し
た
明

治
政
府
は
国
家
主
義
教
育
を
強
化
し
、
つ
い
に
明
治
二
十
三
年
「
教
育
勅
語
」

が
発
布
さ
れ
た
。
こ
の
間
『
西
国
立
志
編
』
は
『
学
問
の
す
す
め
』
と
異
っ
た

道
を
歩
き
出
し
た
。
つ
ま
り
、
『
学
問
の
す
す
め
』
は
明
治
十
年
ま
で
爆
発
的

売
れ
ゆ
き
（
約
六
十
五
万
部
）
を
示
し
た
後
そ
の
伸
び
が
落
ち
た
の
に
対
し

て
、
『
西
国
立
志
編
』
は
明
治
二
十
年
頃
数
種
の
異
版
が
現
わ
れ
て
一
つ
の
ピ

（
刈
畳
）

－
ク
を
再
び
つ
く
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
明
き
ら
か
に
「
学
制
」
か
ら
「
教
育
勅
語
」
に
至
る
思
想
と
合
致
す

る
性
格
が
『
西
国
立
志
編
』
に
存
在
し
た
事
を
物
語
る
。
石
田
一
良
氏
は
「
大

日
本
帝
国
憲
法
」
と
「
教
育
勅
語
」
更
に
は
民
法
典
論
争
を
経
て
形
成
さ
れ
る

（
５
）

明
治
の
精
神
を
「
家
制
国
家
」
思
想
と
把
え
、
石
田
雄
氏
は
「
家
族
国
家
」
及

（
６
）

び
「
綜
合
家
族
制
度
」
と
把
え
て
い
る
。

つ
ま
り
「
個
別
的
」
な
「
家
」
（
家
族
）
が
も
っ
て
い
た
八
孝
Ｖ
が
、
そ
の
ま

ま
天
皇
制
国
家
に
対
す
る
八
忠
Ｖ
と
連
続
す
る
形
で
綜
合
家
族
国
家
と
し
て
完

成
し
て
い
く
と
指
摘
す
る
。
（
歴
却
鰄
縦
辮
癌
郵
砕
州
挙
澱
鋤
諦
髭
祭
杷
」
と
関
）

中
村
正
直
の
国
○
日
①
に
対
す
る
訳
語
は
「
家
」
で
、
し
か
も
「
家
国
同
ご

観
に
あ
る
と
前
節
で
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
は
明
治
家
制
国
家
観
に
連
関
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
（
因
承
に
「
教
育
勅
語
」
草
案
は
最
初
中
村
正
直
が
記
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
）

こ
う
し
た
家
制
国
家
思
想
の
展
開
の
中
に
「
家
」
で
な
く
「
家
庭
」
と
い
う

観
念
が
明
治
二
十
年
代
に
登
場
し
て
く
る
。
石
田
雄
氏
は
「
比
較
的
早
い
例
は

一
八
九
○
（
明
治
二
五
年
）
年
九
月
か
ら
発
行
を
は
じ
め
た
『
家
庭
雑
誌
』
に

（
７
）

そ
の
表
現
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
し
か
も
こ
の
「
家
庭
」
は
『
女
学
雑

誌
』
二
二
四
号
（
明
治
二
三
年
八
月
二
日
）
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

近
頃
、
ホ
ー
ム
と
云
へ
る
語
は
普
通
の
如
く
な
り
た
り
、
数
年
前
、
吾
人

が
『
日
本
の
家
族
』
数
編
を
出
し
、
初
め
て
『
ホ
ー
ム
』
と
云
へ
る
語
を

ぱ
高
く
吹
聴
せ
し
よ
り
、
年
月
は
此
の
微
な
る
種
を
発
育
し
て
、
今
や
到

（
８
）

る
所
に
其
声
反
響
せ
り
。

と
い
う
時
代
を
背
景
に
し
て
現
出
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
。

『
家
庭
雑
誌
』
の
記
者
の
一
人
は
国
木
田
独
歩
で
あ
っ
た
。
彼
は
民
友
社
同

人
と
し
て
『
国
民
之
友
』
編
集
に
も
参
劃
し
、
思
想
的
に
徳
富
蘇
峰
と
も
類
似

し
た
。
石
田
雄
氏
は
こ
れ
ら
一
連
の
「
家
庭
」
観
念
の
提
示
を
「
新
興
の
市
民

層
（
民
友
社
時
代
の
蘇
峰
の
表
現
を
か
り
れ
ば
「
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
」
）
に
訴
え

（
〈
ｕ
Ｊ
）

た
」
も
の
と
言
う
。
先
に
拙
論
で
同
じ
く
『
自
助
論
』
翻
訳
過
程
に
み
る
「
生

六
九



活
」
用
語
表
現
が
中
村
訳
に
な
く
畔
上
賢
造
訳
に
統
一
的
表
現
と
し
て
頻
出
す

（
叩
）

る
意
味
を
考
察
し
た
。
そ
の
際
、
源
了
圓
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
な
蘇
峰
達
の

「
生
活
的
教
育
」
の
提
唱
、
「
知
識
界
第
二
世
革
命
」
の
遂
行
、
更
に
『
自
助

論
』
に
よ
る
人
格
形
成
運
動
が
時
代
的
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
指
摘
し
た

が
、
「
家
庭
」
の
概
念
に
お
い
て
も
同
様
の
事
が
言
え
る
も
の
と
考
え
る
。
こ

の
二
十
年
代
よ
り
畔
上
訳
が
出
る
明
治
三
十
九
年
に
向
っ
て
日
本
は
産
業
革
命

を
遂
行
し
て
い
っ
た
。
あ
た
か
も
ス
マ
イ
ル
ス
が
英
国
に
お
い
て
目
の
あ
た
り

に
す
る
現
象
が
日
本
で
出
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
畔
上
訳
の
「
家
庭
」
概
念

が
ほ
ぼ
原
文
に
忠
実
に
受
容
さ
れ
た
の
も
こ
の
背
景
の
下
に
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
畔
上
達
に
よ
っ
て
「
家
庭
」
概
念
が
把
握
さ
れ
て
も
、
（
ま
た

そ
の
影
響
も
か
な
り
大
き
か
っ
た
訳
で
あ
る
が
）
中
村
正
直
訳
が
衰
退
し
た
訳

で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
「
大
正
年
間
ま
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
位
置
を
継
持
す

る
」
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
如
何
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
先
述
し
た
『
家
庭
雑
誌
』
の
国
木
田
独
歩
が
畔
上
賢
造
の
訳
書
が
出

版
さ
れ
た
明
治
三
十
九
年
刊
行
し
た
「
非
凡
な
る
凡
人
」
を
と
り
あ
げ
て
み

（
ｕ
）

る
。
独
歩
の
こ
の
作
品
内
容
の
分
析
は
別
稿
に
論
じ
た
の
で
「
家
」
に
関
し
て

考
え
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
短
編
の
主
人
公
正
作
は
『
西
国
立
志
編
』
の
愛
読

者
で
あ
り
、
そ
れ
を
自
ら
の
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
自
立
し
て
い
く
物
語
で
あ
る
。

正
作
の
父
は
旧
幕
時
代
の
武
士
で
、
新
政
府
に
な
っ
て
か
ら
は
い
ち
早
く
殖
産

事
業
に
走
り
、
失
敗
し
て
破
産
し
「
家
」
を
崩
壊
さ
せ
る
。
こ
の
「
家
」
の
崩

壊
は
二
人
の
兄
の
離
散
と
い
う
形
を
と
る
が
、
そ
の
中
で
正
作
は
『
西
国
立
志

編
』
の
精
神
を
糧
と
し
て
、
上
京
、
独
学
で
工
手
学
校
の
夜
学
に
通
い
電
気
技

師
と
し
て
自
立
す
る
。
あ
た
か
も
日
本
産
業
の
自
立
に
電
気
事
業
が
関
わ
っ
て

く
る
時
期
と
も
照
応
し
、
『
西
国
立
志
編
』
を
通
し
て
ス
マ
イ
ル
ス
の
産
業
人

の
自
立
の
精
神
そ
の
も
の
に
近
づ
く
。
正
作
は
一
応
平
凡
な
電
気
技
師
と
し
て

自
立
し
た
後
、
一
人
の
兄
を
呼
び
寄
せ
、
感
化
し
て
そ
れ
を
も
自
立
さ
せ
る
。

家
族
成
員
の
個
々
の
自
立
で
あ
る
。

こ
の
作
品
は
正
作
が
「
家
庭
」
を
形
成
す
る
所
ま
で
は
描
い
て
い
な
い
。
し

か
し
、
お
そ
ら
く
正
作
が
そ
の
一
生
を
忠
実
な
技
師
と
し
て
平
凡
に
し
か
も
堅

実
に
過
し
、
さ
さ
や
か
な
小
市
民
の
生
活
を
営
々
と
築
く
で
あ
ろ
う
事
は
想
像

に
難
く
な
い
。
こ
れ
は
旧
い
「
家
」
で
な
く
新
し
い
「
家
庭
」
で
あ
り
、
そ
の

限
り
国
○
日
①
に
当
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
興
味
あ
る
こ
と
は
こ
の
正
作
の
「
敢
為
の
精
神
」
を
独
歩
は
「
祖

父
譲
り
」
の
も
の
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
全
く
正
作
個
人
の
意
志
に
よ
る
自
立
で
な
く
、
そ
の
前
提
条
件
に
祖

、
、

父
ｌ
父
ｌ
正
作
と
継
承
し
て
き
た
も
の
（
伝
統
的
潜
在
性
）
を
温
存
さ
せ
て
い

る
事
を
意
味
す
る
。
し
て
み
る
と
、
独
歩
の
描
く
正
作
の
自
立
は
「
家
」
概
念

と
全
く
対
立
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
独
歩
に
よ
っ
て
正
作
が

中
村
正
直
訳
『
西
国
立
志
編
』
の
内
在
的
要
素
の
顕
在
化
と
描
か
れ
た
意
味
も

こ
こ
に
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
「
家
」
と
「
家
庭
」
と
は
対
決
し
、
一
方
が
一
方
を
否

定
し
去
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
に
畔
上
訳
「
家
庭
」
の
概
念
は
出
て
く
る
。
畔
上
の
「
家

庭
」
概
念
は
前
節
で
指
摘
し
た
如
く
全
く
新
し
い
「
家
」
と
は
異
る
も
の
と
し

て
思
考
さ
れ
て
い
た
。
し
て
み
る
と
、
畔
上
の
「
家
庭
」
は
「
家
」
と
対
決
し
、

や
が
て
「
家
」
か
ら
独
立
し
て
い
く
（
「
家
」
を
否
定
し
て
い
く
）
思
想
史
的

要
素
を
提
示
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

時
あ
た
か
も
「
家
」
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
と
「
家
」
を
強
化
し
よ
う

七
○



と
す
る
意
見
が
臨
時
法
制
審
議
会
（
大
正
八
年
）
等
で
表
面
化
す
る
。
換
言
す

れ
ば
、
「
（
家
の
）
戸
主
タ
ル
モ
ノ
ニ
家
ノ
責
任
ヲ
負
上
老
幼
ヲ
扶
持
シ
倫

へ
皿
）

理
ヲ
破
ラ
シ
メ
ズ
叉
貧
院
ノ
設
ナ
キ
モ
衣
食
ス
ル
ヲ
得
ル
」
と
い
う
「
家
」
の

家
族
扶
助
機
能
を
「
淳
風
美
俗
」
と
し
て
温
存
強
化
し
よ
う
と
す
る
方
向
と
個
人

の
家
庭
生
活
か
ら
そ
う
し
た
社
会
保
障
代
替
機
能
を
取
り
去
ろ
う
と
す
る
方
向

と
で
あ
っ
た
。
大
正
八
年
七
月
十
六
日
か
ら
大
正
十
四
年
五
月
十
九
日
の
第
二

十
七
回
総
会
ま
で
討
議
を
続
け
た
こ
の
審
議
会
が
発
表
し
た
い
わ
ゆ
る
「
民
法

改
正
要
綱
」
は
そ
の
結
論
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
「
本
ヲ
壊
ハ
ス
ト
云
う
訳
二

〈
行
カ
ナ
イ
、
本
ヲ
壊
シ
テ
ハ
纒
言
フ
ヌ
ャ
ウ
ニ
ナ
ッ
テ
仕
舞
う
」
と
い
う
発

（
過
）

言
に
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
家
」
制
度
は
存
続
し
戦
後
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
。
ス
マ
イ
ル
ス
『
自
助
論
』
の
新
し
い
訳
述
が
出
る
の
は
戦
後
で
あ

り
、
そ
の
訳
述
の
思
想
は
畔
上
訳
を
受
け
と
め
る
形
で
行
わ
れ
る
の
で
あ
っ

た
。

（
１
）
前
掲
第
二
節
注
（
〔

（
２
）
前
掲
高
橋
昌
郎
著

（
３
）
前
掲
前
田
愛
氏
論
寺

（
４
）
同
右
論
考
他
。

（
５
）
「
明
治
の
精
神
」

（
６
）
「
家
お
よ
び
家
庭
〈

東
京
大
学
出
版
会

（
７
）
同
右
三
一
二
頁
。

（
８
）
同
右
三
二
五
頁
、

（
９
）
同
右
三
二
七
頁
。

（
皿
）
「
徳
富
蘇
峰
と
有
和

前
掲
第
二
節
注
（
７

「
徳
富
蘇
峰
と
有
賀

「
明
治
の
精
神
」

三
一
二
頁
。

三
二
五
頁
’

）

前
掲
高
橋
昌
郎
著
『
中
村
敬
字
』
他
。

前
掲
前
田
愛
氏
論
考
他
。

注

長
雄
に
お
け
る
ス
・
ヘ
ン
サ
ー
の
社
会
思
想
の
受

『
日
本
文
化
史
概
論
』
吉
川
弘
文
館
他
。

「
家
お
よ
び
家
庭
の
政
治
的
機
能
」
『
家
族
１
』
（
福
島
正
夫
編
）

小
大
学
出
版
会
一
九
七
五
。
三
一
九
頁
。

三
二
六
頁
。

容
」
『
東
北
大
学
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
第
一
四
号
一
九
七

八
。
三
二
頁
。

（
ｕ
）
「
日
本
に
お
け
る
生
活
意
識
と
人
間
性
（
三
）
」
『
生
活
学
Ⅷ
』
ド

メ
ス
出
版
。
昭
和
五
七
、
一
二
月
。
に
一
部
発
表
し
、
『
文
芸
研
究
』

一
○
二
集
東
北
大
学
、
日
本
文
芸
研
究
会
昭
五
八
、
二
月
に
詳
述

す
る
。

（
⑫
）
例
え
ば
、
利
谷
信
義
氏
は
．
八
八
二
年
元
老
院
に
お
い
て
新
し
い

戸
籍
法
案
が
審
議
さ
れ
た
と
き
の
渡
辺
清
議
官
の
こ
の
言
葉
に
戦
前
の

「
家
」
の
概
念
は
言
い
つ
く
さ
れ
る
」
と
す
る
。
「
戦
後
の
家
族
政
策

と
家
族
法
」
前
掲
福
島
政
夫
編
著
五
九
頁
。

（
喝
）
依
田
精
一
氏
「
戦
後
家
族
制
度
改
革
の
歴
史
的
性
格
」
前
掲
福
島
政

夫
編
著
一
三
七
頁
’
二
三
○
頁
参
照
。
そ
こ
で
は
、
こ
の
引
用
し
た
点

が
復
古
的
意
見
と
改
革
意
見
と
の
．
致
す
る
点
」
で
あ
っ
た
と
す

プ
（
》
０

七
一


